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( 昭和24年 10月 1 日から賓施〉

現下の市 ｴ 舎［伏勢から、本舎の運事者にｾ大友打撃密実り非常な財政難に陥りましたので去る Ｙ 月 ＱＹ 月

間舎の評議民舎に下記の.;lI! り舎費並びに入台余の再値上けそ諮りましたととろ、金舎一致でとれを承

認の上本年10月 1 日から賓施するととに可決されまし介。合員各n 7J 二於かれま じ て付何卒深き御瑚解

正一層の御協力を御願い申上仲ます。

( A合員第一統 月 額 8 0 圃 に

改正曾費 { 准 曾 員 月 額 5 0 固 に

¥ ( i E合員第 2 慨は現行通り 年楠一口 1. 000闘〉

改正入曾金 正 曾 員 100 固に l佳 曾 員 50 圃に

〈納J l IJ 第七線第一項.t' i E 合員入合金r . o肉とあるを 100円に同様第二項中准合員入舎金30同とあるを 50悶に改むの

第十僚第一項巾百三合員第一競合費4手紙 480 同とあるを 9日日間に 、J詮合員食費年額 240 円とあるを s OO 悶l亡改す 1)

市 土 圏 法 人 日 本 建 築 協 曾

舎 費 携 込 み に 就 い て お 願 ひ

従来。、舎費40聞也は大休 tζ 於て雑誌とバーになり一般諸経費や事業所に充給されるの廿』改めて少桐

ですが. 最近に至り事務所借安料のJ制官ー上けや; 通信集金等華fs . 費の自然増で舎の剰I i 持が更に困難となり

，1，. むな〈上記の通 り舎費再改正となりました。何卒事情そ御諒承聞い一層御支段あらんととそmねて

お願ひする次第です。ー而集金郵便が杜絶中で舎費の集金が甚だし く不聞滑となり財政逼迫に拍車を

かけています。就きましては今後の抑込みは年数回に分割請求い? としますが 、御愛舎の念厚き各併に

於かれまし ては随時遁宜分割榔込み下さる様熱掌いたします。振替 ( 大阪399i 5呑) 御送金の際は初1; 込

*" 1控除されて結構です。

i皇て合誌も本蹴からアート紙挿入と共に内容充賓に努め定債をの0聞に改l E しました。 f古I制円ピ/ ( . . .事

務室を閥幹開費 、舎 f合守等? にと充分御利用下さ

主 主 . 計 理 事

大阪府建築代理業者資格検定試験

1， H  時 I  0 月 I (i F J ( 日 ) 午 前 9 時 ・ー 午 後 5 時

I 、合 場 束 中 原 校 ( 市 内 東 阪 島 町 1 了 阿 )

1、試験科目 建 築 法 規 全 般。技 術 。 手 綱 等

以 t 合 格 者 は 別 途 に 口 述 試 験 あ り

1、試験委員 建 築 部 稗 四 課 度、元吉課長、竹内課長、商社課長.

恒岡技師、越同技師 Ｎ 問中技師 、 柳升技師、浅野技帥何 ｾｩ

l 、 申 込 所 大 阪 府 建 築 部 建 政 課 分 室 企 嵩 係

兵 庫 支 部 事 務 所り移 轄

兵庫支部事務所は今般下記の通り移轄した。

紳 戸 市 生 問 医 播 鴎 町 4 5  大興ピＩｾ Ｎ 1 階

竹中工務庄紳戸支出策付

日本建築協舎兵庫支部 〈電話元町 386 ・3352番〉

同支部に関する用件は同病早良俊夫幹事叉は設計部主t問寛氏へ御連絡闘いますの
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新建築材料に針する関心葉時 の

建築生産に劃すると同様、建築材料の生産に劃しても我々は深い閥心をもっ。

一つは建築費を構成している重要企要素として、衣は出来上った建築 K 於て占めるとと

ろの材料効果であるが、果して現在建築材料の生産は好ましい方向に向っているかどうか

先づ市販建築材料の債格について、もっと低くするととは出来ないものでああうか。建

築費の中で勢務費のμ が大きいことは他の生産事業と同様止むを得意いとしても、それで

もとれを合理化するため K 揚っている努力は極めて股しい朕態にある。とれと同じく、材

料債格の検討がなされることは嘗然でなければならぬ。

加工される材料が製品として貿出されるまでに、果して合現的な製造過程を遣っている

のかどうか。之の点K ついて我今は深い閥心をもっ。

一般商品資材と同様K 建築費材も最近大巾に統制の枠をはづされた。

っても、良いものを安くという時代である。

メーカーの立場から、或は消費量、庶材債格、工賃等何れも憎まされる困難な問題であ

るときくが、併し何といっても工場内の仕事であ b 、固定施設を使つての仕事であれば、

とれを合理的な工夫K よヲて改善する方法があるのではないか a もっと深く能率化すると

とによって更に債格の検討をなすべきであると思う。

殊に習慣に防げられない新建築材料の生産に劃しては期待をかけるものである。

アメリヵでは合成樹静工業が建築資材に及ぼす影響は最近非常に大きい様であるがず日

本でも此の方面の建築資材の発展は期待 3 れて良いと思う。

ヲたは材料の商品的債値であるが、外装、門袋、何れを聞はず、もっともっと研究すべき

ではないか。商品ならば寅れる之と告もって足t l T-とする考えが既に古く、殊に建築の如

く長い年月の使用に耐える場合、更にそれがもっ文化的な効果の影響を考えるならば、車

なる商品とみることは出来ない。

あらゆるものが悪い意味のアプ V グーノレ型であった如く、建築材料K 於てもとの傾向が

あった。戟前と同様名稽に獲 bはないが、その質と効果に於ては殆んとまテ話しにならなか

ったのである。

併し乍ら、アプ ν グーノVVCは亦一面新しいととろがあれ新鮮で、清潔で古くさい過去に

優る要素のあるととを認める。とれを、とれからの建築材料にも期待しまければならぬ。

何れの商からするにしても我々はとれからの建築材料K 艶して深い闘心をもち、期待を

かけるものであ b、従ってとの方面の業者の理解と研究と努力とに侯たなければならない

これからは何とい
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去る 6 月30日 At omi c Bomb Casual ty Com missi on と竹中工務庖との聞に正式に契約調印された。

工事費は九そ 4千高園て。あるが、建築材料を入れると数倍に達すると云はれる。建築デザインは此虞て行

はれる科撃的研究を抵澗しない限り近代的な意匠走施し、色彩、背景の美 と相まって 8 ヶ月以内には鹿島

新名物のーっとなるであろう 。原子爆弾の放射能が長期に互る影響力を人体に及すかどうかという米日共

同の醤撃研究をなす富所と同様の建築計画が長崎及び具に於ても樹てられている。

際 島市 比 治 ＱＱＱ 公闘南 側に建設 Ｇｪ ｍｻ 定の原爆 ｬ 第ｾｴＭ ［ｮ 周査ＺｦＺ員令

診 祭 所 及 研 究 所の本建築 計 尚

敷 地 面 積 約 10，000 坪

延 有 効 1ぷ 約 1，000 坪

建 物 二 階 建 五線の建物( 廊下で伺互に連絡する〉

米調か ら総入された組立式銚什材で多少の

改造が施されている。

建 物 の 用 途 ( 1) 受 付、 ロビー 、' i ! i ' 合前、管王国王務室、

く2) 診努用試験設備工止に記長量牧議室、 X 線

装 置室、篤 I冥室、官官r:f4.TtfF究明 、l笥・3 室、小 説; 堂

( 3 ) 生化祭、血 液 収、寄 生 物塁手、細 簡 単、

.IDl 沼 挙、病玉里塁手の各研究室、二 階 には特別

研究中 ｣ｶｾＢｯ ｩ｝ 、研究室 が ある 。

ＨＴＩ 徹 ｗ ｾ 主要詩の為 Ｑ Ｒｶ ベワドを Ｈￆｪ へた患 者

用の施設 、 ロ、ソカ 一、:i i W、浴 室 等 が一階

にあ P 、二階は統計部事務室になっている

( !) )  80馬力の蒸気ボ イ ラー ぐ石油燃料とす

る) 2 合 : J t の他。 1)il 寄生則及動力設備を合む

サ ーピ スピ ノレ ダイ ング。共C 他 l!)O人 の欝

者 、河5' W品昔、技 術者の 白衣を民主理ナる近代

的 な 洗 滋 務、乾燥器 、 アイ ロν 、設 協 を備

へた洗濯場及び恭兵@ 修理工場等が l比の建

物の 中{ て合 まれ ている。 又 二階 。 倉 庫 に 連

絡 す る 荷物用 C エ レベ ー ター裟註があ る。

内部仕上げ 建 物 の 主体構造は鈴筋コン グ リー ト床板と

絶

主主

餓 Ｇｬｾ 間仕 切 で出来上ってゐる。建物全部が

メタノレラ 1 と7 ・ラ 7-.!J. - 仕 上げの 米 凶 か ら

総入されたベ ンキで遁 賞 にき食策される 。 日

夜 Ｚ症は木製のｾＮ ｟ｲＺが ｉ 反附 ｴｴ 色料て ゐて 機械

操 作 を行う 。 出入 口の窓は全部金隠製であ

る。

紘 2 11・J o ) . ' l . さの宅以絶縁体 i亡惨' d: cvf/l Jが吹き

つけられている 。 防寒防暑ーの然、凡 て c v m

物は絶縁 され てい る。 叉 防 雪 効 呆 の1: . t 天井

に もI<iHJtcv物質が{ j ! ! 周 されてレる 。X 線 装

荷: のあ る令部厚: はt . 1' ，ri
l也のお鉛の列島板が部F去

の中 tt 政り 砲 さ れ ている 。設計・のf ' . ; . も重要

な鮎は忠者 用 。通路と主義務用 。通路を 別 代

した事であ る。 形 披所 設 計 の 際 に い つ も問

題 に な る の は 此cv !l!占で あるが A B CCの本 建

築計mについては此cv ! l ! ，) が考1M. されて いる

込 植込みによ って周 闘 を 愛化 す る と同時にE !

物が広J Mi cv 風景と調和す るよう に考慮 され

ている 。 建物 と建物 との lIl] o 中民ーには日 本

風 C 港関が行はれる答である 。 入口 C 近く

に、80，000ガロン C 消 火用 の 貯 水 池 が設 け

られ玄 闘 に通じる 道 路 も患者用と栄務用と

の二種 類があ る。従って重い ト ラ ツ グ が 疋

面 五 闘の雰繭主主を 損 ふ司王がない よ う に 考I島:

されている。 以 上
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1 場 JiJf 

2 設 計

3 施 工

4 敷地商積

5  建築荷積

6 仕 上

4  

。ｾ 4  +  ｾ＠ 6  'PM 

Ｂｉ ｾ ｏ ｓ ｉｍａ Ｍ ｅＢＧＱ 門 ａ ｅ POST  OF FIιε 

鹿島市松原町甲 557 番 地

鹿島郵政局処築部設計課 路 常 沖 問 、土井

! 黄島市八丁堀 鹿島工業株式合枇

4 3 1. 9 5 坪

1 階 2 8 0 坪 2 階 1 5 0 坪

床 玄 閥 、公衆室、コ ンク リー ト打 、モルタル目地切仕上

事務室 、橡甲板張 、 オイルステン塗、 カヲンタ 一、人法 石研出

し 〈カナ リヤ石〉

壁 ) 煤堅調目ペンキ壁、内部 漆l食、外部ラ ス下地白色 セメント l火付

仕上

井 テックス 、水位 、ペンキ l火 付、一部打上天 井ペ ンキ塗

屋根 小屋木造トラス 、 ｾ鉛鍍錦板 、 防錆塗料塗及セメン ト 瓦葺
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8 ) ー グ ロ ー グ ル ー ム

9〉 ー 配 電 、 後 世E室

10) ー 喫 茶 室

11) 一 物 入 レ

12) ー 酒 場

13) 一望書 化 機
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. 11"1' - 面回

.  ._. " ・ ・・一

一 一

三 階 屋 上

1) ー 共 同 宿 舎 粂 娯 策 室 1〉ー話題被室

2) ー 下 駄 入

3) 一 地 袋

町一路主主

四 階

1) ー 集 合 室

( 定員、 736人〉

Ｒｾ ー舞合

3) ー 楽 原

町一講習ｾ

5〉一 問書室

6) ー 玄関

7) 一 物 入 し

8) ー 和 室 8 帖

9) ー 和 室10帖

10) ー 床

11) ー 控 室

8  

4 描"' 圃i II 。 111. 1: 平語圏

建 築ig さ… 標準地盤線よ P パ ラ A ツト上端迄 57-47)<(

標準地盤線より地階床面迄 5. 00尺

構 造… 銭筋コ ン グリ ー ト誌を

蔵 根… 陵属生毘く防線暦〉

外部仕上… 玄関廻り黒御影71 < 趨き、袋玄関巡り 、 花尚岩

三遊叩昔 、 腰及笠石、入迭石洗出し、そ の他

外壁まは色「モルタノレ」設仕上とす、外部出入

口は総て、枠、建具共餓望書にして、一昔日清子

入り 、外部窓は凡て工場重量一部と出しイ昔 、 「

ステペ{ ノレ、サッシユ」にして一分俗子( ー昔s

摺〉入とす、金書筋及 、木部は特把なき限上

金てオイノレペンキ 1絵仕上とす

内部仕上

「 地 階」 床 ・ ・ ｾＮｊＮ妥室ー洗雨

一吉部古を。ぞ〈 、郎 F 、階段室。各階 、及各階

便所は色人造石研l起し塗り 、更衣室 、使用人

室、小使室、愚直主流球縁とし 、そ の他一般は

セメント、モルタノレ叉ば「コン タ P ート 」と

す。

Ili 木… 母髪室 、洗面所一部 を研 く各階廊下、使所、

階段室 、沼主号、喫茶室は人法石WF同宣言 P

更衣室 、ノj、俊室、使用人室、一部 は木製その

他は「ーセメ ントモルタル」叉は「コン グ 日ー

トJ とす。

綬 …理 ｾ洗面所、酒場 、喫茶室、 各階便所 、一 部

をのぞ 〈各階階段室は人造石研 lUしその他!ま

「セ メント モルタルJ ぬ P、又l立「ヨ ングリ

ート」

建… 理髪室、洗面所、使用人室、小使室、更衣室



各階々段白漆喰ぬり仕上、酒易、喫茶室は「

ペイントヨンピネーシ冨ン」仕上、その他は

「セメントｾＩレタル ｪ 重量仕上とナ、及、各階 、

便所、白セメ y ト量生

天井… 理髪室、洗面所、使用人室、 IJ 、使室、更衣室

各階々段室は白漆喰ぬ P 仕上、酒場、喫茶室

は「プラスターJ 71 < . 性ペンキ仕上、各階便所

白セメント仕上、その他は「セメ y トモルタ

ル」塗 P 若し〈はヨ Y グリ戸トとす

p 階J 床… 表玄関、花尚岩茨干す合端三議小叩仕上、ホー

ノレ、食堂 、別食堂、は民鋳目地、色付人法石

E坪出音量り、事務室、休惣室、股衣室、檎、

{・ オイルステイ: y _ ，フローリ y グ貼、閤券室 、

談話室、格、1 l 主待、オイルヲミテイン仕上裏玄

関「モザイク声イノレJ J ! 占付、配膳ヨセメ y ト

モノレタノレ雪量 p 其の他

巾木… 表玄関、花尚岩、ホーノレ食堂日1) 食堂、人記宝石

E存関官官 P 、感毒事室、 股衣室 、休憩室、検、 ペ

ンキ、問委事室 、談話室木製ニ 1 、裏玄関「モ

ザイグタ イル」そ の他は「セメントモノレタル」

漁仕よとす

腰… 表玄関花尚岩三泌小叩白地、笠石、オ= ツグ

コぇ叉は畏州大理石仕上、事裁室、股衣室、休

憩室木製A . : y キ仕上又は腰皇室色モノレタルセメ

ント君主仕上、雨量事室、談話室、白漆H食ぬ P 、

a玄関モザイグタイノレ仕上その他は「セメン

トモノレ 9 ノレ」塗仕上とす。

墜… 表玄関ホール、休憩室、事務室、は「セメントモ

ノレタノレ」局リ毛号I i オイルペ y ト、ヨシピネー

シヨ: Y J く色合銀背色、塗仕上、股衣室、間通手重

談話室は白漆喰ぬ P 、その他墜は 7・ラ Z ター

ぬ明、 71d金.....:..y キ叉は 7 ・ラ: ; <. ! i I ー仕上とす

ヲミ弁… 表玄関、白ジ ツグイ塗 昔、成問、事務室、股

衣、食堂、別食堂プラ: ; <. 1i I : - 7. I <. 性 A ンキ塗仕

上その他は「プラスタ ー」仕上とす

f 2 階」床… 合宿室、宿室、曾議室は人造石F干出ぬ P 仕 上

- - - j } 相竪木フロ "':'y :y グ、事務室、埼フローリ

ング. オイ ノレ 1 チーイ y 仕上、交換皇室 l!l. 給 仕

控室その他は「セメントモルタル」塗仕上ト

コぇ

r! J 木… 合宿室、宿室、合議室は木製オ介ノレスチー ノレ

ン仕上一部人造石日干出品主 P 、事務室、木製ニ

ス仕上、交換室及給f上室その他は下セメント

モルタル」捻仕上とす

腰…舎議室腰量皇、色シ ツグイ 、その他 f 7・ラスタ

ー」仕上とす

i墜… 宿室、合宿室、事務室「プラスター」塗の上

に「ペンキコンピキ { ジョン」仕上、曾議室

は白漆喰ぬ P 、その他は「プラスター」仕上

とナ

天井…街宣合宿室、事務室は「プラ; ; < . ! ) - J オイル

ペイント塗仕上、合議室、 白漆喰、 その他

は「プラ ;;<.!J. - J 仕上とす

p 階」床…各宿室、合宿三室は! i I !J. ミ理主ー晴名人; 宝石w: 干凶塗

P 、その他 2 階同断

巾木… 各街室ー官名人造石、研肉塗 P

墜 … 色 シックイ塗仕上

天井… プラスター

1! 1! p，斤その他、地階同町[

f 4 階」床… 悶密室、控室、勝習室、検小節、オイルステ

ーイン仕上、集合室 、檎フロー アリング 、然

毘鈴台 、板 パリ 、和室、ｾ放とす

rl J*… 陶密室、控室、講習鐙、築庭木製 品・イ 1レ旦テ

ーイ ン塗仕上と す

腰… 集合室人造石訴出塗f土上、そ の他木製インキ

又は色モル声ノレセメント塗仕上とす

墜… 勝習室、接室、図書 室、祭殿はプラス !J. - 、

集合安舞台はプラエタ ーオイ ノレA イント、利

害ｾｾｾ童 ｒ￞ カベ仕上とす

天井・・舞台、オペノレペンキ仕土講習室、控室、図書

室、凍庫、集合室その他は 7 ・弓 ;x..!J. ー仕上、

和室、生存線天井

床、巾木、モメントモノレ? )I，..¥， 

「塔毘」摩天井プラ スター塗仕上とす

附帯設備工事

電然設備工事 一 式

給水及排水設備工事 一 式

衛生設備工事 一 式

「ヱレベー ター」設備工事 一 式

「リフト」設備工事 一 式

以 上

9  
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草 書子

氏 問

3 出 札 室

4  遜 路 上 家

133. 3 平米

254. 4 グ

Ｑｾ｡ＮＶ グ

L  70. 7 "  

階 下 688卒米

5 休 憩 雪量

6 切 符 保 管 庫

7 事務室及保管原

8  ' 1 霊気時計室

9 廊 下

10 階 段 室

11 吹 主食 キ

12 渡 廊 下

階 上 384. 1jt米

13 嘗 舘

14 線 地



建 築 設 計 庚 島 織 選 局 建 築 課

現 場 監 督 成 島 建 築 直

施 工関ト島織泣工業株式曾鮭

使 用 開 始 昭 和24-1f. 7月7 日

構 造木造二階建セメント瓦主革、主要納紙、ニ欽ト

ラス 、コマ ジペノレ使用、星主体乾燥のため各窓

台下に換気穴を段〈、トラ z 胸部には匂ヂヱ

ーをヨ取殺 〈

タト 袋 下 地 ア ス フ ア ル ト フ ェ ル ト 張 上 餓 繍 ラ ス 張

りモ ノレタノレ塗り小野間白色セメ ン ト使用グ D

F ム色 D ジン仕上げ

取 得柱! ま黒大理石凡恨面E良P 、鼻隠し人造石塗日干

出し、厳根廷鉛引餓板主主機聾き、線ペンキ塗

鍍ケ所に天井ｾ換寄託穴を耳王股〈、夫弁周聞は

漆喰塗、中央はシルバー色 ジ ョイナー狭み、

エーコーライト張りワ= ス仕上げ

民 間 内 部 床 コ ン タ リ ー ト 打 モ 1レF ル塗仕上げ、 rtJ 木重複

掛. ｾ＠ tl ラッチ声イ件、 * 腰 砲 に エ ー コ ー

ラ イト張りワエ Ｑ 塗ｉｬｾ出 ｕ 、 トラエ型、サン

ライ ト目 際援り 、何; / 1 - も角民鎗製ジヨペナ ー

打ち、援及天井は耐火木毛板目 隙 主 張 lJ tl リ

ーム色カセイ ンス 7 ・レ ー仕上げ

出札口 tJ ウン J I . - 天板はZ重大理石、キヤジャ

ーホル ダ ーはオニツス大理石ゴマカ ラ付き

主要枠及建兵は檎材ワ = λ 塗 仕 上 げ

人 l徐柵2え石背子破損止めは民鎗パイプグロール

後 金0 もの俊用、出札口上昔slii骨子に出札口苓

波及線名を金文字記入す

出 札 室 床か板! i l B 、腰材は板張り壁木摺打漆喰査官 P

天井プナベーャ板張 ジヨペナ ー打ち

主 要，伺

大王里石 山口勝厚狭田了 長門石材株式合経

自セメント 山口 県果、小野 岡田y 小野閏セメント合経製

/ { { 島商事合居士納入

エーコーライート及サンヨイト

大阪市東区今繍三丁目 日本 L イ冨ン株式含枇

建 築 金 物 及 人 除 柵 庚 島 市 八 丁 編 山田建築金物陶曾

虫食装工 B青島市l i I F 尾町

電 策 時 計 設 計

現場監督

施 工 者

柴 田 塗 装 曾 置 土

B野島鍛道局混{ 書課

奥 島 通 信 1'a

丸手口精機株式命; 誕

袋f r ( T. C.  電磁時計 文 字 板 1. 200米子育

関西方面 K ては初めて装備ナ

電燈鍛t常 設 計 耳青島鍛道局- m来事事

現場監督 B寄 島 電 力 区

施 工 者 新生fl 然 株 式 合最土

装 置 総 て 隠 蔽 式 記 線 、 燈 歎 71灯

照明器具朝日電機精工命軍土製品を使用す

11  



鳥 取 電 気 通 信 工 事 局 」

設 計 庚 島 郵 政 局 建 築 部

施 工 本 館 及 車庫、大卒土建株式合粧

倉庫、 株式合位、栗林組

仕上要領j

所 夜 地 鳥 取 市 寺 田I

起 工 本 館 及 率犀 22. 12.  22 

倉 摩 24. 3. 3  
@  

竣 工 本 官 及 率 廊 23. 3. 20 

倉 庫 24. 6. 20 

縮工 事費、本舘及率庫

倉 感 1. Cl i 8. 000 

建築面積水館及率庫 1. 062. 00m
2  

倉 庫 54432mヨ

構 造 木 造平家及二階建

屋 根 粘 土 瓦 葺 但 し自海軍置場亙鉛鍍儲板葺

壁 畏羽目板張クリーム系ペンキ塗

窓出入口枠、プルユー系ペンキ塗

玄 関 柱 、 白 色 モ リ ル 附 ---:d 

一階卒面図

12 
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明

ｾ鵡員室

自事事 主計: 置場

自 動 車 用I

修 繕 用 ピ ッ ト

寧 Wl 百宿泊: 室

23 符 解 場

24 倉 賄 事 務 室

25 局 長 室

毒 事 課 室

械 裸 室

路 線 室

檎

門

門

床

生

隊

二階: i p: 面圃

庶

機

線

水

表

市

宮

崎

川

芝

図

設

31 

32 

33 

34 

n

u

"

6

0

0

 

。
4

の

A

O

A

20 

30 

。
o

n

d

A

H

V

噌

A

1

A

a

a

21 

22 

圃面

玄 関

B既 成

感 接

受 付

交 像 祭

交襖宿直ｾ

廊 下

ヱ 員 控 室

倉 庫

修 繕 室

便 所

宿 泊: 室

股 衣 笠

浴 室

湯 沸 室

小 依 室 長

薪 茨 再 j ; :

平

1  

2  

n

U

句

4

Q

U

10 

11 

12 

q

u

a

-

z

F

3

 

噌

A

4

A

噌

よ

16 

17 

3  

4  

， 
d  

9  
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設 計 庚 島 郵 政 局 窓 築 部

地 工 株式合軍士大体 ｴｾ

所 在 地 庚島 ｾｩｦ ， 三原市ｾ崎町

起 工 24. 1. 28 

於 エ 24. 4. 30 

総ヱ事費 <L  !J;J O. OOOiJ ，1  

建築面皮 803. Z5mゴ

i稼 主垂 水浩平君主建

仕 上 要 領

屋根セメ ン ト瓦主主 皇室竪ｾ目依中間調緑色

ペ ン キ 盆 窓 尚 人 口 枠2土建具、 白色ペンキ

主主、 ポーチ姐り白色モノレ タノレ吹付

本ｾ仰は成島 、大 阪雨鍛遊劉 ｬ 便局局

員中、郵便京事長E在員。休j笥及宿泊を

す る も C で使用目的よ 2 様 に 分 け ポ

ー チC 与を共遜とし共c 他。所 要 室

は総て 2 棟に分割し倒立. 性を加味し

たも c である。

敷地は南下ｾ｣ｺＺ＾傾斜地であ って北に

1.11南 に工場地滑を遜して瀬戸内世話に

望むL l I麓で) ! ( 地尚氏差授証言' i 4. 20m南

北 ＲＮＸＰｭ 東西 ＲＮＲＰｭ 而積 ＱＮ ＸＰＰｭｾ で

ある、車生地自存E立は東西に玉石土留に

<:;7]<. Z手にし 南北は主主物 l視をスロ ー 7"

とし北鎌は庚 』 伺 ｣ 奥に階段を耳ｾＮ［＿て

附 F に亙 る 採 に し た



⑧ 

¥ 

開

廠

霊

場

玄

7.  
‘  J  

1& 

』

内

倉

d

F

物

16. 

17. 

18‘  

la. 

-
A  

食 堂

炊 事 場

股 衣 重

浴 室

使月Jf，2ft. 洗 商 所

P  

L  

11. 

12. 

13. 

11. 

]5.  

r . . 休 憩 室

7. 事 務 室

8 宿 泊 三E

D. n 粘

10. 炊 事 入 賞 直 室

テ

附

室

間

室

E員ｦｦｾ＠

商 設 明

1 . ポ

2. 玄

3. 買E

4.  8提

5. 合

1f. 

15 
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1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  s  

設計、施工 藤 間 組 蹟 島 支 庖

竣 工 昭和 24年 4 月 20 日

建 坪 130 坪

構造、仕上

木造平家、屋根勾配4寸5分

外 壁

寒Jk石ミデン粉入掻落しクリーム色

一部人法石洗出し、ガラスプロック 張

丸 桂 人 造 石 研 出 し

E 面出入口額縁人治石

研出し

内 壁 テ ッ ク ス

演台漆喰

天 井 テ ッ ク ス

演台漆喰

屋 根 セ メ ン ト 赤 瓦
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平面圃説明

1、 主 事 室

2、準 備 室

3、 向 上

4、 ポ ー テ

5、 演 合
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岡 山 市 戟 災 復 興

佐 藤 重 夫

戦後の都市と住宅. t . e 顧れば、そこに並々ならぬ

努力の跡そ見ることカ1出来るのであるが、圏内各

都市の内、比程的に復興慈の高かったと忠われあ

岡山市の場合でも、ー簡には日本の持つ大きな依

賠ぞまぎまさ" ｾ見せつけている。 ａ 表のように数

字に見える復興E容は、まことに景祭よいようであ

るが、今とこにその内容そや L 詳細に検討してみ

ると、。今後考へねばならぬことが案外に多い。

岡 山 建 築 物 復 興 賦 態

否定出来ない 。格破後しばらくの去股後、いち早

〈復興の意に燃えた商工業者段、道路網決定の前

であったとわいえ凡そ道路敷となるべき昆に無償

徹去を、究悟に一部で は無断建築をも進めてしまっ

た。こ れは道路網決定が手間取ったととが原因で

あるが 、その根本には現行方法の不備があり、全

体としての施工者の人格的不備と大人物を得主主か

ったからで lすなかろうか。即ち換地の方法と概念

的道路設定の方法のみそもってかかる都市計画を

至急: にしようという黙に最大の予盾を内醸してい

たこと は筆者のっとに指摘した( 註ー〉践であった

が、これそ救済すペきプランナー的仕事がぬきに

され、而もとれを導〈ペき人格の歓除があった矯

首ちに土木技術的侠畿の技術に全てが投ぜられた

のであった。従 って市民もなかなか承知しがた〈

各種の反笥運動なども起きて、これを説得し叉は

善導するカも接ぴ取り得ないままに 、都市

計画材一歩一歩飢れ後逗するのみであった

A 表

年月 人口

商庭付工場金建築焼失に封ずる

住 宅 住 宅 其 他 面 積 復 興 床 面 積率

21. ] 2. 1 121，476 20，8D2 5，513 4、140 190，104 50. 6 %  

22. 12. 1 135，81D 23. 503 6，202 4，658 235，!J20  62.6 %  

23. ]2. 1 144，243 25，070 6，616 4，968  258，828 G8.8 %  

24.  8.1 149，435 26，115 6，892 5，176 281，748 74.D %  

先づ都市計壷についてみると、終戦後の侵建築

が都市道路網計画の立案まで待ちきれな〈て r ん

E ん建ち並んだとと段、鯨市首局 と市民双方の無

責任その込のであった。くA 表 及B 表参照〉それに

都市計画立案1炉、その根本である立地計画に無関

係( C表参照〉且つ市民の不理解の内に進められる

と共に、市民段位合性を鞭視し? と利己に走ったの

であって、結局正直者が高い費用で遁れた工事を

する般態となって、都市計画の信. t . e 落したことは

B 表 都 市 計 書 と 建 物 の 出 来 状 態 の 様 子

年月 記 事

20年8 - 1 2月 都市計書館立集中建物も鑑かしか出衆ず

21年始め 道路網決定前に建物を作るととの了解

運動有り

21年6 月13日 者11市計繍街路綱決定

22年- .23年治 都市計吉野反針運動有り

24年1月: 30日 遁路締結少改正決定

2長年2月10 日 換地計禽完了

23料 月 間 乃 至 } 制 服

24年7月 4 日

とれ同第ーの今後の都市計画の嵯践であ

った。換地計画も漸 〈昭和23年 4 月13日以

後 、同2 4年 2 月10 日( 1( . 至る聞に逐次決定. t . e

見たのでるるが、この時既に出来ている妥

移時 戸数 十 ｾＱＺ ＱＰ ， ＰＰＰ 戸約 ｬＲＰ ， ＰＰＰ 坪で無許可建築を

推定して含めてみると約 1oO，000 坪に近い建築を

移動 す ｾ事 になるのである。まことに膨大な費用 ，

. a 要する事云うまでも君主い。市の補償費の他に徒

費となる基礎費用、勢力等を概算して坪営り卒均

4，000 固と見積っても 6 億の金を要し、市の換地

費用の 4 億 5 千万圏在全部建物E多動に使っても、

一部の補償にすきぬ事になり、結局一清Eの補償と

いうことになるであろう。然し現在( 昭和24年 8

C 表

年月 記 事

21. 6，13 都市計百島街路綱決定

21. 8 土地帯j 用計霊祭立案決定

22年中 土地利用地域地図祭作製

23年中 地域、地区築改訂作製、現在 yこ至るも

未決定

24. ] . 30 都市許調書街路網改訂i決定

24. 3 防火地区決定
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月18 日〉迄に移 縛 した 6i 8 戸、 8136坪に封する努

力院大きく買除ねばなら ぬ. 全体の i % に過ぎぬ

と除去へ、既に蕊まで進んだ事ぽ今後の迫車にす

る意味から 市民もこの換地工事急: 進に 力と誠意を

示 し一日 も早〈完了そ願う意味からもい きさ つ如

何に係らす季大いな賛意; r 表するもので友ければ友

らない。換地そ早く早〈と主張 して止まないのも

この念: 連軍f施のみカ宅見行方法の不! 新; r 少くする需

の救済、法だからである。さ て こん な調子の都市計

画についても一つ根本的不備そ指摘しない諦にい

かない。 それl t J - 岡山の例で云えば、同じ側の三階

ー建 コンクリート遣を 3軒も移動しなければならぬ

様友幹線道路の設定; r 見る様念 、奮来観念にあま

りにもとりつかれたぐ云いかけるとあ 〈ま でも道

路の宮棋といきさつ商自に重い) 現行都市計画委

員合〈狭義技術の篤の名目的存在〉段、戟災後と

云う絶好のチャンス＾￦Ｍただ今迄の幅員横張と ｅ 主主 ｾｊ

整理とにのみ利用い今一歩より識〈根本的に路

線の振替え 、緩曲線利用や立体計画、流動計画 、

衛生計輩、環境美化粧開計能等に，lLl いそ及ばす事

ぞ衣期叉 lすさえ{合 Ir r : 考えてし怠った事で ibった。

特に取扱方についても自治体としてやりよ〈な

った筈なのに偲設建築の取扱について り・誠にまづ

〈より技術的に親切な方法; r 採用すべきであった

のである。住宅進替奨働の綿に大いによるペ〈し

て且都市計昔話にあらゆる段階に於て予盾しない方

法そ採り得? とのでまうるが、今迄住宅奨働と都市計

部と回全〈相反し、無理してま で作る家ぽ技術度

の甚だし〈低い焚付け然たる小屋に過ぎぬ もので

祉舎の無理解と管局方針の不備の如貨の表現そ の

ものである 。

では職後に建ち並んだ建物そ一瞥し之みよう。

最初の頃の柿茸小屋は他の都市とも同様であった

が、是が中央商I苫街 より逐ヲたその商庄の形を昔の

貌に替える様になって来? と。特に昭和23年 より2 4

年にか けて中心商居街と も云う べき表人ク町方面

け大休 この過程を経て表商ほんとのフアサ{ ドの

みの建築と襲って来た。タイル貼り ib!? 、凝った

裕子・あり仕上も形も各個 様々で 、その娼態誠rZ::大

腹心問機通りの IJ、形と思えばよい程である。然し

果して荷は美化し清潔になったであろうか。

私} すこの虚築に「捜けかな」と共に「見えずい

18 

た汚な さJ j ，旨熔る一人でaうる。科書島性のない建物

同よ b 以上の発をそこに求め様とする事は無理で、

i f > り、せめてます芯〈とも統ーでもあればまだ助か

るというもののそれもない。防火.の事等一顧もさ

れていないのに、坪何万国もするタ " J レが貼つ・て

aうったり高債な無駄 〈援飾〉がつけてある. 一面

此の家の住居部分ぽ今すでに陽のるたらない室と

なり風な r 通り もしない。純住宅 として小規模な

がら良好なもの もないではな いが、とれ同ほんと

に教がまれで、多〈綜 純住宅と云へども隣地に隣

家が建って来ると不衛生に主主ってく る蓮命の形の

ものが多〈、基礎的考慮、そ梯っていると思はれる

ものは例外ほどでるる。終戦 5 年、デパートの屋

上より見? と岡山市内同凡そ昼地が見えなく友って

瓦や柿板の筒L脈な震なりが見えるのみとなったの

准考えれば早いも のだとも云 える 。然 し火災、風

水害、地震を思い駐舎の不建金精神の事J . i : ' 考える

と、この瓦と柿の捻場が維なす雑草の原ででもあ

ったたらとさ え皮肉にも氾 lすれて . 不健全そのも

ののシンぶ l t - の岡山市の民の復興はこれか らだと

考えぎるそ得ない.

我 k の復興 こそ民に遅々たるものでそぞうに空

費 した 5 年と この間の努力の不経済ぶ りに質感を

催すの iす私一人のみであろ うか。

それにしても岡山市の復興そ語りつつこの不終

尾そ敢えて御披露する月}ι L除、現下の一例として

岡山 を示し各都市の民の復興を切に希う詩である

復興ぽ真にそ の根源としての精榊の健全化、方法

業の他一般造形への深い理解、科接性の向上、ニ

れな 〈して ほ成就 し難いこと左特に強調 して、以

上岡山市復興に付いての由顧左御参考に供した。

在主一 昭和21年 8 月 土地利用計主主立案。際c 勧告

昭和22年 3 月 岡 山 建 築 炭 に 表 示

/{ 3 月 岡 山 市 都 市 計 繭 革 新 期 成 舎 の

依狽によ P 公 表

7 月 岡山市会総舎にｾ表

( 量産者 ・株式合軍土{ 左差益重夫建築事E在所長〉



統 計 か ら 見 た 鷹 島 ! 際 下 の 住 宅 復 興

原爆の貰島市そ始め呉、幅山の 3戦災都市 をも

っ蹟島勝下の住宅不足付絡扱I:fH去に鈴て約11万戸

ｾ算したのであるが、 業 の 後約 Ｔ 年 聞 に Ｕ 万 Ｕ 千

戸の家が建ち、 現在では不足教は約 5 万戸ばか り

に迄縮められてきた。この速度は可なり早い棋に

忠はれ るが、今後 と・しでは L 自己資金によ る佐宅

建設 もあら かた底を衝いたと見るべ き根様 も多 〈
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この主主設のカ ープは蛍然 低下するものと思はれる

此の間、政府の計諸i位宅として建設 されたものは

住宅皆風の j怨念佳宅密含めて 8. i OO戸ばか りで復

興全戸数の16% に営っている。

団住宅復興 5 ク年計書

この不足戸数を今後 5 ク年で陣消せんも の と、

昨年度末蹟島犠綜合開設委員舎に提 出した「住宅
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復興 5 ク年計斎」案によれば、毎年建設戸数16，40

0 戸、そ の内計害者i住宅 3，400 戸となっている ので

あるが、民聞の一般住宅も其の後著 しい減少の兆

しそ見せ始め たし、計苗佳宅も j L原則の 't1f施等の

銭、今年度は僅か 690 戸の割嘗に過ぎな い有様で

はこの復興計語集も 初年度に於て 早く。も再検討 J.e

迫 られている 多舗で ある。

圏一，佼住宅建設猷況

昭和23年度に於は る一般位宅地加在 、建築許可

の前ーから J合ったの が第 1表 である。住家の新築及

改務築の合計T . e 月別及び都市別に見 ると 、毎月 7

- 8千戸増加 しその内市部が 4割qAぞ占め、叉併

用住宅の比率 は、市部 に於て約 3 劇 、郎部で 1 割

となって いる

島 田町
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これは22年度に比政 すると月平均 1 万 1 千戸よ

り3 曾j の減少であれ而も前年度は時 5 街jであっ

た市部の比率の低下は、この減少が特に都市に大

き〈現はれているととそ示すも のであり、尚その

上併用住宅の割合の増加は専用住宅の減少がー居

甚しいことを裏書き している。

国計衝住宅の資額

終戦後 の計茜性宅の組数は醤初 に記 した通りで

あるがそれの過字数は住宅瞥圏の業績であって営

図なき後の園庫補助位宅は毎年誠 に僅かなもので

あっ た。 即ち ＲＲ 年 度 ＹＰＰ 戸、 ＲＳ 年度 Ｑ ， ＲＰＰ 戸、 ＲＴ ｾ年

度は 690 戸と 云 う程度ーであって、 年 々の増加戸数

の Ｑ む ｬ にも 足 りないこ の 数字ｾＮせいぜい庶民住

宅の質的 ν ペルを示す寧なる見本程度の意味しか

?主 企〈-， 
5来

&J1 :却
ふ 計

都 却

「ザ 1可住主 -，tu主毛 f時前 tt:乞
，). s.十

，量! J t 之 l1_旬 E主毛

f? 1え y  f.え P 弘 伊ｾ T 玖 r A  

.  
"  

.  .  ｾ＠ .  

官軍 定34
q  

2 -1: ] ｓｾ ｦＮ｟＠ '17  

，q_4. I . t f  1 7. 1  ノu . 之/ 22' -

/ 1 $  守.. 3 2  19  7. ft Ｏｯ Ｎ ｾｫ＠ 1 84-

1:14  12.ι  ' 守喧 1 2.5  / 0.7  H  

qq 
8!r 2  2 '7 9 0 9  / . / Y4 1 2 6  

20. 4  1:1.4  z ι E 
I_f.j色 ｾＮｏ＠ 2 0. 3  

』目E i 'l l  1 9  ｾｙＱＷ＠ 'l u'  / 0 守‘

ｉｾ＠ 1  L! (/ 1 4 k  1 2 9  1 2 2  ｪｾ＠

1112 4 官。 2 2  512 
/，?干 1 2 4  

J r. 1 _l2. 4  主'.iI. 2 / 2 J/ 12_ S / 6. '  

ノ/ J 94 35 2 :29 一量J占2 ｾｉ＠

/ ' l . t  '2 9  / 7. 17 /_14  1.1--'i 1五主主

I I -r >l H  2 0  4 H  A 2 0  
; H  

位 畠 J 曹ρ '20 2  / /)_.f， 117..f 1  7.J> 

q  31色a 2ι 3 E b  I ゴ4 _il_S_ 

21. 0 1 M  2 Q4- / 4.9  -t./ Z 2.Z  

、21
'1? 

4ι ＲＲｾ＠ 4 9空
/ ;， 7  

2 n J  14. 1  1j .K 14 1  / 2.4  J Q. J  

i 2  2.2. 3  1; > 23主
.H f， 74  

/: J . J  /4守 2.D，$ 
ノ生。 '4 ?  4S. 0  

( j C 3 0ケ ノd
J 占: ?n .，22 o !  

，1 5  10. 7  1 2.8  。‘ 7 1/ . 1 
，_.l_;j_ 

.18  627 24 
ι 1; 1  ＷＷｾ＠ r 品 Z

11. $ 1.0/ 司S
}寸/ I:i. j  1 4ι  /4_ ｾ＠

'11 7 5  
。

1 '1ι  / 2.'8 1 7 1  /3. 17 2. 7  
空5



第 2 表

昭和23. 24年度庶民住宅建設計管

ないのであるが、一般には往々に過大許慣されて

とれで恰も 住宅不足が解消するかの犠な期待ｾ持

たせているのは戒心を要する。

放に本l擦で・は個々の佳宅の質的 ν ベJ レは勿論、

24年 度

220戸

120戸

16!i戸

12戸

110戸 85戸

o  12戸

!i 0戸 30戸 白

50戸 20戸

1，100戸 520戸

〈他に湖周: 30戸あ l l )

116戸 1必戸

23年旋

640戸

116戸

2!i O戸

。

不燃

( . 者 ・庚島県系住宅際長〉

建

造

燃

造

然

遺

燃

造

建

造

裕

木

不

木

不

木

不

木

木

木

建般地

腕 島 市

穏 .11 市

三 原 市

玄 日 市 町

計

市
1: 乙

J 、

大阪市建築局機構改正

理 事 井 J 二 新 二 氏

主 事 武 居 政 夫 氏

理 事 桐 本 楠 雄 氏

技師 増 井 敏 克 氏

技師 栗 本 製 一 氏

主事 木本米女郎氏

理 事 高 津 俊 久 氏

技師 八 木 健 二 氏

主事 森 本 修 三 氏

技師 岡村市太郎氏

部長粂務

今般下記の通り改正 となった

建築局長

庶務課長

佐宅課長

替繕課長

資材課長

用地課長

整地部長

整地課長

第一換地課長

第二換地課長

移碍補償課長

僅j地としての環境整備に意駄をおき、叉不燃住宅

のサンプ J しそ所々にばら撒〈事によってその砕蒙

的意義を貫いて来たつもりである。この意味で巷

間よ〈言はれている低質多量建設主義には断乎と

して聞はなりればならない。

23年ー度及24年度の建設地別戸数は第 2 表の遜り

である。

尚この他分離住宅! ま甚だ振!まない北Ii : 態で、融資

の伴はない限 P この方策は殊ど意味のないもので

ある。しかし一般の要望としては極めて強い線沿

示しているので、今後無量等と結びついて梢々開

拓の道ｾ開〈かも知れないが、寧ろ闘家的方策で

低利長期資金貰付の道沿聞くのが最も健全にして

安省な政策でまうろう。

圏今後の復興方式

従来我が図の都市住宅の7、8劉が借家であった

と云うその沿革を今後は全面 的に盟へして、 公営

住宅主義ぞとるならいさ' 知らす下 ( その震には園庫

補助の細額ｾ今の ＱＰ 倍位にしなければならない〉

原則として佐宅は個人の所有である様な形で行 く

限りは、低利資金の長期融資そはかることが最も

大切なことであり 、而もこれは政府として大規模

な政策として取りとける以外 l乞会〈庇置の取りょ

うのない問題でdうる。資材事情も梢明るハなった

今日、敷地問題の困難もこの方式でゆけ ば打開の

道も余程柴なものと信歩ゐ。 (24. 8.  20)  

家のクリー= ン夕、

郡
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円

安
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所工素美

株 式

合 j枇

建 築 11M' 守、司I WUl 案一

割問問糊医

福 島 凶l制 製作請負

株 式 曾 吐 柴 田 惣 兵 衛 鵡 底

鹿島市研屋町85 Ｈ紙屋町電停 ＩｔｅｌｾＲ ) 0966 

支 底 下 松 市 築 田 了 4 丁目

出 張 所 光 市 光 井 野 原 3024

岩淵市人総町三笠岡丁

計ベイント

塗 装 工 事

請 負

業

大阪市東区瓦I l l f ( 堺筋〉三和ピノレ三階

電話新聞丁⑬! i 7 7 7 呑
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-圃・・回 関 を 契 機 と し て

中圏第ーの政治、軍事都市として数十年の問、山陽蓮の繁策を設計していたヒロシマは

あの悲劇的一瞬を契機として、新生の再構成を余儀なくされたが、爆心に近いこの窯異に

われわれはその決意を新にしよう。

22 

| 戟害事前| 元安橋より大正屋

呉服庖を望む。

爆心地より西方 200mの盛り場も

大東E 戦争となるや「ネオン」は

消へ高欄飾燈iま供出され 淋しい

姿となった

! 被爆直後| 元安橋より元大正

屋呉服庖を望む

200: n 直前方の上空より爆風を受

け た 属 高 欄 は 川 中 に 轄 落 飾 燈

はシムメトリーに移動して居る

元大正屋呉服庖は識筋コンクリー

ト造り屋根「スラプ」落下 バラ

ペットは折れ 側壁も吹き抜かれ

て居る 其の他の建物は姿もない



今夏開催の第 3 回マ杯庭球大舎の行lまれた新装なった中央テニス コート

島

業

廉

産

姿

舘

堂

の

廟

殿

日

奨

の

し

業

化

り

産

文

あ

Z

刊

一

よ

む

一3

・

一

船

望

一

陸

一

を

一
5

・

一

塘

舘

一

哉

一

味

厨

「

け

」

の

奨

! 被爆直後| 原爆を受けた元安 令

橋と産業奨廟舘爆風を受けて橋・

の燈寵の笠石が均等に移動して雨

側に聞いたものであるが 片方が

紛失した需に 現在では均衡の面

白さは見られない爆心地よリ 90

m- l00m 

，.. 
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銀の翼に乗って平和が来た。原子の像力ほー戦号事政

棄の「ボイント」であった。弦に其の 4 週年i i ' 迎

へ新たな卒和の鐙の菅り全世界に響き渡っ? と。か

つて七大都市そ誇った庚島市の被害状況が、毅災

地都市と余 りにも異って居る 開係上、背の蹟島{ e

偲ぴ営時の模様から筆{ e 起すことにす る。

往時の鹿島

今から凡そ 355 年前 、天l E17年接持等毛利輝元が

太田川の「デルタ」に 居城{ e 定めて 10年、開ク

原の役に舎い防 ・長 2 ，十|に削封され 、其の後{ e

受けて ｾｩ 高島正則が入城した。在被 ＱＸ 字、幕府の

忌避に鯖れ信濃に左遷され、捜いて浅野長長が

紀伊和歌 山から診封・入城した。浅野家財安委ー

園、備後 8 君1142万 6 千石ぞ領し12世 250 富余年の

永きに豆り、藩ケ冶めて箆業主旨奨関J し、事費下虞

島の基礎を閏め 、明治 4 年藩政{ e 奉還した。

明治22年 4 月 1 日蹟島市制を布き宇品港の完成

{ e見、 27年 6 月 1 日山陽鱒道が庚島市迄開通す

るや、大陸に封して水陸交通の要衝の地伎を占

め、日清戦役閉殺となるや明治大帝の大森進蒔

遊ばさ れるに至った。

爾来、各鞍役事賓の都度重任{ e 果すと共に其の

24 

刺戟に よって市勢設展に拍車が加へられ‘ 自他

共に許して寧都と稽し人口 40万{ e 超え、生牽力

2 億園を誇り f札彊準途上にるった.

一瞬の潰滅

大東! l . T職事、最後の日とも云う可き昭和20年 8 月

6 日快晴、前夜来新捜した警報と同時に西南の

碧宰に銀翼 2 機白雲{ e 引いて大旋回、爆音失ぜ

て警報解除に「ホツ」と した庚島市民は勿論の

こと近郊の義勇敢員 も炎天下に牟裸となれド

イツの「ぺルリン J rハンフ" IL - グ」の疎開より

も完壁であると米誌「ライフ J が許債した蹟島

防昼に挺身して居た。此の時、突! まことに突

如として関光夫に満つると共に世紀の一大草賓

が現出した。時に午前 8 時15分

書式塵 61. 6  

気温 26. 7 

淑度 80.0 

風 速 南 々 東 0.8米

雲形 を雲多〈を居雲・積雲あり

の気象下に投ぜられ た世界最初の原子爆弾段、

※  上干努力ツト co1琴震はマ ツt; ーサ 道 路



市内そ流れる七つのJ f lに狭まれた鹿島市も一瞬に

して破壊された。即ち庚島市の中央、 高 度1，500

米附近で 「マグネシユーム」爆殻様の青白い閃

光を護し「ぷシ」と聴 く作製した後、 爆弾β 二赤〈

太い火桂を 51いて 6，7 秒間念速に落下、地上約 5

70米上益に至るや大爆褒した。此の爆護こそi J A 裂

極りないもので、直径約50米伎の小さな太陽とも

云う可き火の球からねー宏、青色或ぽ茶褐色味; a 帯び

た火焔を四散し 、一尺厚の「コンクリート 」そも

通すと云う華氏約 2 万度の猛烈な熱光線を放射し

地上 2 粁圏内ぽ毎々〈女墜と 化し暗射熱は 7 粁還

の山林そも漉きつ〈した。爆弾落下後作裂までの

以時差け約10叩 F、爆琵時の轄射勲の持檀時聞は2

秒前後と考へられる。銀行の石段に原子雪現; a 以て

焼き付けられた人間映像が、世界の r こにあろう

か。

建物疎開の矯め勤努奉仕中の市内中製校生徒 1、

2 年け I=- ユーム」の弁営画; a 片身に残したのみ

で共の姿ほかき消されてしました。

明日の命も知らす手焼けただれた重傷の身で親を弔

ひ、子そ弔ひ夫; a ! 妻を弔う妖火は瓦蝶の凹みか

ら10数日間ち暗黒の夜に貼々として狐火の様に見

られた。叉強烈なる爆風は 1 粁以内にある煉瓦石

造建築を潰滅、鎖筋「コンクリ〉ト」遣の近代建

築と難も大破し危険ならしめた。木浩建物は 2.5

粁以内け金濯、 3.5 粁以内け大破、市内の家屋で

業の鐙住へる家は 1 } 予もなく建具、硝子の破損防

12'粁以上にも友ぶ程強烈なものであった。叉爆護

後 5 分乃至10分後に市の北部材雷雨が襲来した。

家 屋 被 害 面 積 市 内 金 部 牟 壌 キ 俊 以 上 ! 約9 2 %

被 告 ; 面 積 j

ア ト ム Jf;( 島 市E軍合屋上より爆心地を望む

かくの如く数々の奇跡と惨事［￦ｾをして非戦闘員

12万の人命そ一時に奪ひ、 50年の文化主主一瞬に

して地上より葬てコてしまった。

復興の歩み

傷ついたものは勿論のこと昨日の健康体も吹か

ら次へと原子症を起して雛れて行く. 英の嘗時

175年間不毛の地J 1生物の生存在許さずる地

」として父祖停来の庚島を捨て L 周・遅の回舎に

縁故そ求め、辛うじて伎居: t . e 得たものの受入農

村でけ羅災者に封する同情も長くは績かなかっ

た。半年ならす写して21年の春とも君主れば彼等は

蹟島再建; a 目指して蹄って来た。原子沙漠には

「エメラルド」色に萌え出た鱒道草が彼等を迎

へた。彼等ぽ希望に輝いた。

「ょうし! 草が生える伎なら… j

建設者ぽ奮い立った。其の年の 5 月から防目究

ましく植の昔が響き渡る様に主主てつ? と。然し業の

頼母しい響きも長くは漬かたかった。彼等 lす「

ウラン」元素ぞ呼吸する矯め著しく抵抗力左失

って居? と。白赤球が50名以下となっ・て銭れた。

そして叉も寒い木枯ω吹き荒ぶにまかせるより

仕様がなかった。

やがて柳の芽もふ〈春陽と共に勃然と起る都市

再建の意慾ぽ叉 も槌の音とたって響き、うらら

かな陽; a 浴びて桂が建宇られ椋木が上手た。其

の足跡をたどって見ょう。

此の間庚島市も鞍災都市と同様苦 しい財政ｾ犬態

と用地難になやまされ; ながらも、昭和2" 0年度に

18戸21年度に436戸、 22年度に934戸、 23年度に

25 



/斉島市人口戸数獲界再引表
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l年月

三 ι 件
; 汁 九 二 二 売 久 三 土 特 九 = i 先 月

焼けっく太陽を全身に浴びて、被え

る先生も習う生徒も汗正塵にまみれ

焼け接り煉瓦に腰掛けて接ぶ姿の等:

しさは涙なしでぽ見られあ光景で』す

なかった。. 叉寒風吹く4 s の日に l-j防

ぐ建具ーも壁も無い雨漏れする名ばか

りの数室で，鉛筆も「ノ ート J も吹

き飛ばされ手ぽ凍へて字も書け歩、

吹き込む雨に雲に傘さして「オーパ

ーJ 着て摩・ぶ雄々 しい委. : a > 見ては復

替に修繕に奪ひ立たｾＮるを得なかっ

た。然し営時の建築資材は何物も這

入らなかった。不得止、倒壊校舎. : a >

解体してぽ補修材とし、古釘を拾ひ

集めて l- : i ・此れそ延し、物置と云は歩

工場と云はす- 奮兵舎は勿論、距離の

混近を問わ今、凡そ雨露をじのぎ得

るものは時用して校舎に充てた。硝

子不足の清め探光前積主主ぞ問題にし

て居られなかった。

か くして迎える 4 度目の原爆記念日

では、市立接校J躍災延坪 4 万 9 千 坪

の中 3 万 1 千 5 百50坪、 662 教室を

復興して、彦左嬰児童 3 万 6 千 234 人

の2 部授業撤駿に遁準している。此

の外、市聴会、病院、図書館、公設

市場、市営住告、工業指導所、火葬

場、業他の公共施設建築物も橡算の

関係上最小限の懸念修理な施し、他

日明援の出来得.る晴れ姿. : a > 待ってい

否。以上此等の建築に要した費用伺

3 億160 余万国で本市復興激算の大

宇Z甘受している。
654戸 合 計2042戸の市借佳宅そ建設して来? とが

市民の慾求そ満たすには透かえに距りがある。現

在人口26万有余の中都市で猶98i 1世帯 ぽ宿木生

活をして居るとは云へ復興の態勢段着々として

整へられた。中にも疎開より無事に踊った墜霊

2 万に謝する措置も業の一つでaうった。国民軍基

校41校中16佼は烏有に蹄し業の他と雄も授業の

出 来得る撃校は 1 校も無かった。中毒昼校も高等

製校も大串校も同様であった。

平和都市建設

26  

鹿島平和記念都市法は制定された。最早や貰島

市は一地方の贋島では無い。日本の鹿島でもな

い。世界の庚島と なった。最初に投ぜられた原

子爆弾に潰滅した苦悩のみそいつまでも追憶し

て居τ はならない。此の惨禍のみそ記念して は

ならない。原子によって世界恒久卒和の招来そ

記念す可きである。其の記念都市が蹟島に設定



復興途上。本湿り筋 爆心地より 250m

せられた。敬舎の罪悪と惨苦: a 最も深〈休験し

た蹟島市民こそ世界平和の提唱者であらねばな

らぬ。我等は 8 月 6 日: a 卒和祭として居るが.

計らす本も此の運動が世，n. 26ク園の人々によって

No  Mor e Hi roshi mas の「スローガンJ の下

に「世界平和デー J し 叉 世 界 宗 教 合議や平和

運動は庚島で開催しようと云う提案も起りつ L

Sうる。

世 界の眼は庚島に集中している。かか る都市の鹿

島市民は翠なる鞍災復興ではなく世界 恒久平和そ

象徴 する都市そ創建 す可き責務: a負は された。 j比

の大事業の構想、には各居の熱情 と才能: a 結集し、

世界平和の蛮群地として、盈地として、それに相

醸しい恒久平和ぞ象徴するに足る理想的な文化都

市の建設に精進しなければならん。

( 筆者・卒和都市建綾株式合展土建築部長〉

庚 島 市 戦 災 復 興 事 業 現 況 表

( 全体言十盤は昭和2 1年度より同2 5年度 に至る 省初 5 タ年計蕗〉

事 業

要

毒 事 業 宏 1.事 業 費 事 業 最 | 事 業 主 主 | 遜 捗 歩 合 %

摘

土 地 区 11]!藍王聖
400.000坪 222. 761. 800  

主民地3理.p2表12 坪

.000 

街 路{ 幹補 線助

Ｓ ＱＮ ＶＰＺｾ 米 ] 28. 987. 337  5; 6S2米

131.3!!2.2米 196. 889.216  15.71.10. 2米

ta; 0食建造物応湿 7.227坪 2.0l :S4.929  7. 228坪

河 川 水 路 6.158米 J 6. 660.000  1.133米

上 7k  主主
361. 000米 57.000.0UO  54.650米

上 水 道 復 旧

70.180所米

51.110i国

29.851. 750 6. 582個 所

-F 
71<. 泣

175. 050米 524. 652. 600 419米

下 水 準 復 遂

2. 000米

8. 656. 600 9個 所

20個 所

瓦 斯
78. 998米 16. 382. 767 13. 904米

餓選制( 悲喜

5. 873米 8. 145. 734 

22 00 86米米

5. 873米 103. ¥145. 498 

官T
1. 336. 918. 131 

中野田園ESUZ予

小 野 田 セ メ ン ト 製造株 式 曾 祉

特 約 販 頁 庖

庚 島 商 事 株 式 曾 枇

蹟島市楠木町1丁目 558

電話(3)04i6・Oi i 3

52.300.000円 23. 6  主主主辞歩合は昭和 21年度よ P

5.891.1:14  4. 5 

昭和 23年 末 迄 に至 る

5.963. 330  8.0 事 業 費を全体計賀高・幾重ｾＢて

2. 084.929  100. 0 

除 し た る も の で ある。

2. 200. 000 6. 0  

2. 643. 000 4.0 

10. 003. 750 33. 5 

4. 740. 000 0.9 

5. 426. 500 62. 7'" 

1. 290. 220 7.8 

27. 189 0.3 

1. 892. 8J 1 1.8 

94.462. 863 7.1 

卒和都市建設株式曾枇

社 長 木 原 七 郎

都市建設に関する一切の設 計監督

旋及斡相談に御利用。下さい。

旋烏市入了痢八三番地

電話中( 2) 2960
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新 日 山

安 閣 寺

不 動 院 党 鐘 棲 に 就 て

ぶ 恥 ー ー

蹟島県車内に於ける特別保護建造物は、其の大部

分が室町時代の作であり、此露に取り上けられた

不動院も、之に属し、金堂と党鐘のみが園穏とし

. て指定ぞうけ、党鑓棋¥t ; t : 英の濯にもれて、永年の

風水害や職災によ 0 て? 語版なき? とし、修復の乎の

さしのべられるのを待って居る現欣である。

筆者橋本秀夫君はつとに古建築の調査研究に努

力.t.t 髄け、鹿島工業高校内の郷土文化研究合のメ

ンパーとして活躍し 、本寺復琶の念願から潤力を

以って焚鐘擦の賓測を完成されたので、間接の土

に資料の提供として御紹介する次第である。

〈古林記〉

×  ×  

不動院は寅島市の最北郊 ( 庚島騨より約 2.5丁〕

牛岡町新山のー直にあって、北方は中園の連山が

龍み、南は平和都市庚島のデルタが聞け 、前面 は

酒々たる太田川の清流に臨み、其の彼方に毛利、

武田雨氏の古鞍場の銀山被J止を指呼の内に眺め、

後は静閑な青葉の山に包まれている。寺勢の章受へ

の中にも説然たる姿 .t.t 見せている古寺である。

寺-停によると、天平 2 年{ 曾行基の開基と侮へら

れ、穏曜 2 年足利重孝氏が修理し、- 光明帝の勅願寺

とせられたが、大永年間兵火のために荒腔し、後

に倫忌過が豊太閤に請うて再建し不動院と稽した

ー設では大陸の木材を運び堂宇 .t.t 建立したのが

現花の建物であると云ばれている。寺内には藤原

時代の典型的作品と去はれる 締金箔置きの薬師如

来とか、天文年間永恰筆の天弁の茜龍とか、菩薩

と其の膚に「信相菩麗J の文字ぞ鋳出した銅製の

執鮮誼主主初め 、豊臣時代の古文書が多数離せら れ

叉背後の丘には、豊太閣を初め、銀山被主武田光

和、鹿島按被主稿島正則、中興の借，監理這髪猿1 ' ; ; .

r があって、特別保護建造物の金堂そ有する とい

28 

橋 秀夫本

うのみでなく、重要な竪史的地位も持ち、遊覧的

にも好的な場所でもある。終戦直前蹟島.t.t 焼土と

化し? とあの原子爆弾の余波は此麗にも及び、堂宇

の桂は折れ、壁は落ち瓦はくづれ、ものすごく破

損して荒肢の色は境内にみなぎらせていたが、今

は文部省から復嘗資金を得て、本工事が進められ

ている。宵此の境内にぽ金2をそは じめ、仁王門、

鐘様、庫裡等があるが、此庭では別拐の賓測圏の

説明として党鐘棲のみについて、細部の手法を記

述したいと思う。

様式は和洋であるが準和様ではなく、少し折重量

味 .t.t 帯びている。( 唐、天笠様〉木曾! 大きく構造

的な力感、豪健味につぐ優雅典麗味がまうる。

l 、卒面及立面

高さ( 基礎土台下端よ り棟木上端迄〉

24尺7寸9分

桁行 13尺、 袈行 10尺3寸5分

2、袴腰鐘棲

室居で白壁の腰.t.t 持ち 、軒先 Ij ・扇極で まとめて

いる。 鐘は上居鐘釣用の梁に吊され、経座より梯

子で上唐に登る。下居にid . 経座を設け入口7 . e 除〈

四周にほ紙.t.t 張り、経机.t.t 置き、源三依頼政奉納

と記し?と錆織製燈絡がるる。様式、手法は鎌倉時

代以降好んで用いられた形式である。

3、石壇

1i 尺5寸7分

野面の石を疋商

20尺1寸7分

15尺1寸O分

側面

l i 尺7寸O分の 2 壇 に積み

2 段目は亀腹としてある。

4、柱

下屠部の見隠部は 8 寸角桂、 1 寸 の大面; 取、上

屠部は圏在 6 寸 5 分径で胴張りはなく桂の最上部
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には綜の様な小さな今径で園球そ持たぜている。

5、斗侠〈三手先細物〉

A  肘木

肘木の舟形の固弧の取 P方ぞみると準和様に用

いられる様に宇径の取り方が長くなし肘木の成

より少し大きい牛径で木取そしているので一寸見

ると、唐様だと思はれる。 7さがその肘木の舟形今

径の珍味さは幾等見ても不自然さがない。笹練除

していないし、木口はやはり角がつ p ている。其

等の寓反って、開宗的な重みのある力強さそ感じ

又外来斗棋を巧みに、しかも自由に取扱った技術

的な手腕は資に敬服に慣する。

B 斗

斗の成は司王安前期の様に、あれ程高 〈ない、巾

の方が延びてむしろ長いという感じがする。又唐

様に用う詰組 があって業の ｾ軒廻りは非常に賑か

である。

6、軒廻り

A  丸桁

業の形によって新古の判断が出来、大休鎌倉時

代は綿て惰固形又は方形面取、或は図形と謂はれ

るの7さが、営時のは長方形である。( 滋野藩時代

の修理の時、原形封書聖った ものか と忠はれるが確

詮. t . e 得ていないので、はっきり云はれない〉

B  支輪( 和様蛇腹支輪)

和様が多分に含まれている謂はゆる蛇腹支輪で

断面は方形でなく上部より下部に少しづっ大きく

なった長方形であって、桃山時代の様式を思はせ

る曲棋を示している。

7、尾槽( 和様〉

斗棋の中カ，ち前方に突き出τ いる木で斗棋のた

めに天秤の作用そもしていあ。奈良後期にみる様

に先端部に増しを付け下部に念な反り そ持たし思

い切った曲線. t . e描いている。そして先端は垂直に

切 り下けているので地盤面からみた時の錯魔を防

いている。唐、天笠様より簡素7さが丈夫そうに見

える。

8、虹梁

一散に謂う梁である。其の形が言う? とかも虹の様

に反っているので、 虹梁 といわれるが、反ってい

なくともやはり虹梁と呼ぶ。 鯖尻は奈良時代の様

30 

にふくらんでいない。国〈て曲線の牛径は自然で

経やかで・ある。唐、天笠様の影響を受けて鎌倉時

代以後の虹梁に用いられた眉及袖切等の極くー簡 単

な錫杖彫を施している。

9、木鼻

桂の上部を貫〈頭貫の端に彫刻してるるのそ謂

ひ、唐、 天笠様 より来た建築装飾である。先端部

の鼻繰りは唐様であ てって簡素な渦傘式でしかも繰

形にカがaうる。業の巻込みは傘き始めの所が細か

く頭は銑〈尖っている。屋根の妻部にある ものは

一風費 b、或は巾に比べて 妙に高 く盛り 上ってい

て形 としてあまり良い方で‘ はないが前にも述べ? と

様に妻都の太瓶束土にあるものとしては構成上仕

方がないだろう。

10、基股

古建築. t . e 観賞する人々は辰も親しみ深〈叉時代

鑑別上の早道であるといはれている。下居大梁の

上に左右各 1伺づつあって斗と通肘木を通じ上居

床そ支へている。板基股 と、制抜基股があ るが営

鐘棋のは前者である。これは上部荷 重主主受けるだ

りの丈夫さを持ち その曲線は東大寺基肢の屑にふ

くらみそ持たせた様できわめてあっきりしている

が、構造的装飾味を持ち力感がある。

11、間斗束

普 通の場合には唐、天笠様には用いないで和様

にのみ用いられる。此庭で慣用しているのは奈良

前期襲師寺東塔等に用いられた様君主間斗束で、東

の上下共同寸法の長方形のも ので鎌倉以前のもの

で b る。

12、太瓶東

屋根の葵部にSうって太瓶束というより園東と謂

ひたい様でも ありその方が的中しているか も知れ

ない。太瓶束の下部つまり虹梁に喰い込んでいる

部分〈結綿) は若葉謀様を刻み大費面 白味がるる

金堂の海老虹梁の上部にあたる若葉模様と何かの

関係がある様に思はれる。

13、被風板

構造上風雨にさらされる位置に在るため非常に

腐りやすいものでるる。現本あるものが建立省時

のものか、何時の修理の ものだかわからないが、

普通に言うる千鳥破風で、平安後期迄の様に破風尻



は切り放しである.

14、懸魚

破風板より更に腐朽し易い? とめ現在残っている

ものでも錐倉時代のものが一番古〈、叉懸魚の南

側の鰭は鎌倉末期から用いたものであると謂はれ

ている。鐘棋の懸魚は詰懸魚( 室町以後) に若葉

の鰭. : a 付けた様な形そしている。了度管i 思院山腕

懸魚に類似し・ているが、智恩院のものよれ若葉

も長くて懸魚の形もよくと L のって、支の上各込

と全体のふく らみが調和して均整が取れている。

15、屋棋

鍛葺と稽している屋繰の蛮展と考へられる入母

屋遣である。昔は本瓦葺の時、 検皮葺の時 もあっ

たが現在は小委藁の茅葺屋根で雨漏のため非常に

いたんでいて屋根のために軒先遣美観を損じてい

る。

16、 窓( 来日様蓮子窓J

周囲の穫は何の技巧も無〈、長方形の枠で蓮子

も聞の様に、三角形の底溢の南端を落し、商を取っ

たもので、一定間隔そ持ち 、上下枠にはめ込んで

るるものと、盲蓮子〈奈良時代より現れたもの〉

の三. 種類で、雨者共極く原始的で甚だ単純な窓で

品 ヅ チ

はあるが、丹土塗の廻りの中に朱塗の施してあっ

た昔日の姿は、なかなか乙な感じがしたであろう

色あせた今でも如何にも建築らしさがただよって

いる。

17、扉及戸

上屠は和様板唐戸で鏡板ー枚ものを用い上下に

端喰. : a 作り、定規橡のある雨開戸で幣軸. : a 用いて

戸 建 築 @ ) 金 物

J: ｊＮｏＮｊ 簡ドアイ ｩ ンＡｦｪｾＭ
g  工場、倉庫、ヵ・レージC 扉に

，¥ 御使用を宮脇品 p う

/ :  代 湯浅金物株式曾註

Id尋II ｉｾ 君 3 岡命桜よ曾社

長h 時料品主主協

扉. : a 吊り込み叉、藁座の代りに平板. . : a 使っている

正面と背面のコク所にある。下居は和様片引板戸

で、普通の板戸で3うる o ( 完〉

兵庫鯨建築部長更迭

初代部長として活躍されてゐ? と岡本茂紺氏は今

般勇退され後任として同勝吉田建築課長が第二代

の部長に策縛された。倫建築課長には岡県系萩田康

衣氏が昇進された。

雑 誌 建 築 去 紅 舎 購 詰 者 を 募 る

本合機関誌は近来好評. : a 博してゐるが合員外に

も損く頒布したい、希望者は下記により申込れ? と

い、尚合員各依の御宣俸を願う

毎 月 一 日 褒 行 迭 料 共 一 部 "¥'"60，00 前納の事

| 建材サンプルを募る l

今般本合朝日ピル事務室岡書棚の一部に若干のサ

ンプ} l ，. . . : a 預り展示する、希望者は下記に より 申込

れたい。展示合費は約一尺平方につき - 7月聞を

300，の割りスペース僅少につき先若順締切る、詳

細は事務局へ蓮絡されたし。

プ ラ ス タ ー 焼 石 膏

サ ン エ ス

本 社

営業所

工 場

東京都港m: 芝南佐久間町二丁目 五番地

電百苦芝 ( 43) 3  8  8  6  

大 阪 市 東 区 南 久 太 郎 町 二 丁 目 水 呑 地

電話北讃( 23) 1[ ; 49 南 ( 75) 4495 

姫 路 市 制 l ) 室 町 四 丁 目 七 七 番 地

電苦言 1 2 2 0 ・2 7 9 4 ・1 3 0 5

サ ン エ ス 石 膏 株 式 含 枇
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高 葉 か ら 見 た 建 築 漫 談

安 東 忠 士

高葉集から見? と中園地方の建築について何か寄

りとのことであったが、私の短見をもってすれば

生惜中国地方からは具体的なものが見営 らない様

に思うし、その上絵り四角彊ク? と事も私の柄にな

いので、集中に表はれた建築的な漫談- f e 二、三容

いて見ようと思う。

そ の ー 寂 の 名 構

築中に用ひられている建築物の名稿はその種類が

割合少ない. 宮殿、住宅、寺院、榊祉関係のもの

がその主なるものである。宮殿の意を表はしたも

の に は 全 土 主 主 主 み あ ら か 主 笠 全 全 主0)

おほとの、等がその主なるものであろう。歌の例

を一々奉けると良いが、之は割愛して一、二の例

に止める。

一 言 。 略 ー す め ろ ぎ の 榊 の み こ と の 大 宮 は

こ L と聞け r も 大 殿 は と L ξ 言へ r も 春 革

の 茂 〈 生 ひ た る 霞 立 つ 春 日 の 霧 れ る もL

しきの主主揖見れば悲しも 傘ー

之は人麿が大津の宮跡の荒れ果て L いるのぞ見

ての長歌の末節である。 今} つ、

や す み し し 吾 大 至 高 照 ら す 日 の 皇 子

荒 妙 の 藤 井 が 原 に 大 御 門 始 め 給 ひ て

埴 安 の 堤 の 上 に 一 後 略 ー 各 一

之は例の劃期的大事業で言うった藤原宮の雄大批麗

- f e ほめ讃へた歌の前節である。

その組にはいへと言うのが最も多く大体は住宅; z .

指す撲でまうるが、家庭、家族、故郷等の意に用ひ

られたものもある。例は数多い.

いほ叉はかり いほと言はれたものもあり、 関東地

方の人が方言- f e 使って作つ? と月I f 謂東歌 の 中 に は

主旦と言ったものも言うる。

春霞たなび〈回居にいほっきて

秋田苅るまで思はしむ巳 〈 袋十

ど旦旦と言った例は非常に 多い。
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おほきみは榊にしませば天雲の

雷の上に巳l主bせるかも 袋三

全 土 主 や ど り とあるものも 津山るって屋、

屋戸、屋前、屋外、屋島、徳、屋取、などの漢字

が用ひられているが、家屋でなく庭園、屋敷、な

どそ指したも のが可成りるるようだ。ゃ r りと言

うものは政先の宿、放宿等と考へられるものも多

U、。

静けくとも岸にf . t . 波の寄せけるか

これの屋通 し聞きつ L 居れば 傘七

君待っと吾が轡ひ居れば我が屋戸の

簾動かし秋の風吹く を四

海乙女棚無し小舟携ぎ出らし

肢の屋耳元に揮の音きこゆ 各六

等 k 。 その他ふせやふぜいほ ま け い ほ な

どと言って粗末な家- f e 詠っている。特に袋五の山

上1意良作貧窮問答の歌t立、営時 の貧困生活者の家の

有様がよく表はれ土問に藁そ敷いて農ている様子

台所の模緩から衣食の様予まで具体的に出ていて

文化史的に見ても興味多い。

そ の こ 構 準 に つ い て

民木桂讃めて遣れる殿の如

いませ母万自面費りせ歩 省二十

民木住太き心はありしか r

この吾が心しづめがねつも 省二

真木は申すまでもな 〈椿ぜあるが槍材などを佳に

用ひたものｾＮ絵程の高級建築で永く狂ひのない堅

牢不費- f e 代表している犠で、まうクて

はだ薄尾花逆葺ｾ黒木用ち

遣れる室は高代までに 傘八

膏丹よし奈良の山なる黒木用ち

t量れる室はませ r飽かぬかも 巷八

となる所- f e 見ると黒木造りでも備高級であった.

しかもこの二首は共に御製である所を以て見て常

時の標準が偲ばれる。

黒樹とり草も苅りつ L 仕へめど

勤しき汝と穆めむともあらじ 者四

板葺の黒木の屋根( r . J : . 山近し

明日の日取り て持ち参り来む 各四

此の二首共に大伴家持が紀女郎に選つ?と歌て賓際

に女郎が住宅主主新築 した際に家持が手停ったのか

叉は草に思ひそ述べ＿とか判然ｾないがともかく飛

鳥板葺宮などと文化- f e 誇ったものが此の時代位拡



上流家庭ではあるが板葺屋根が住宅にまで普及し

た事が分る。

そ の 三 栗 石 の こ と

基礎工事の土中に描き込む石危なぜ栗石な どと 言

うのか研究 した事はないが、高葉とか記紀の歌諾I

中に何か関係のありそうなも のがある。

つぬさ は ふ 石 見 の 海 の 言 さ ヘ ヤ からの

埼なる と < t > にぞ深海松生ふる荒磯に

ぞ 玉 藻 は 生 ふ る ー 後 略 一 巻 二

之は人麿が任地石見園に萎な症をして都に踊る道す

がら別れ来った委の上; ; e 思う心に堪え歩詠ん? と長

歌の書き出しの一節てa > る。

淡路の 野 島 の 海 人 の 海 の 底 奥 竺 ど < t> 

に 鰻 珠 多 に 潜 き 出 肱 並 め て 仕 へ ま つ

るし 貴し見れば 各 六

山部赤人が難波の宮; ; e讃へた長歌の末尾である 。

海底のいくりから艇珠( 真珠かりを取って献上

する様である。

枯 野 を 塩 に 焼 き 其 が 徐 り 苧 に 作 り 接

き 弾 く や 由 良 の 戸 の 門 中 の 海 員Eととと〉

に 鍋 れ 立 つ な ク の 木 の さやけさ。

之は書紀各十懸紳天皇31年 8 月の僚に出て居る御

製である。 官余言であるが 「枯野J e. 言うのは天

皇 5 年伊豆の閣に命じて作らしめた宮崎の名であ

る。 以上 3例共に主三2 と言う語があって何れ

も海底に淡している浩の事である。 韓日本紀に 「

伺離謂石也、伊助語也 J とあるそうであって、つ

まりくりとは石の事と なる。叉の説民とu は碇

いかり〉と 同語でー碇浩の略で上代の碇は石そ 用ひ

ていた事は明 らがあるが之に よって海中に淡する

石ぞいかり石ーいくりと謂う。之等 J ) 事・は土中

に埋め込む石を栗石と 言 うのと因縁はないであろ

うか。私は之に以前からひどく興味主主引かれてい

る所であるが其の道の人の研究ぞ希撃して止まな

ν、。

そ の 四 飛 轄 の ヱ 人

彼じかくに物は念はす手飛騨人の

折つ墨縄のただ一筋に 各十一

飛騨園毎年貢匠丁ー百人云々 と言うから古 くから

飛騨は良き工人が出た事は申す迄も ないが墨査、

墨縄. : a 高葉時代からちゃんと 使って居つ? と事の詑

明も一つの興味ではあるまいか。

そ の 五 新 築 祝 の こと

新室そ踏み鎮む子し手玉鳴らすも

玉の如照 りたる君を内へ と白ゼ 傘十一

新築の時土地そ浮め放ひ地堅めする地鎮祭; ; e 行う

様子で大勢の乙女等が身振り宜敷 しくお r るにつ

れ手飾りのまがわれる。そこに一人の美しい男役

見つける等ほ L 笑昔らしい吠景では言うる。

新室の言ほぎに到ればはた薄

穂に出し君が見えぬ此の頃 各十四

新築祝に行って相思の人の居ないのが物足 P ない

と言う のも上代人らしい所である.

その六盗人のこと

門たて L 戸は閉したれど盗人の

穿れる穴より入りて見えけむ 各十二

戸締りも般霊にして展たのに愛人を夢枕に見たが

何庭から入って来たのであろう? さては盗人の穿

った穴から入つん? さろうと言うのは着想も さる事

乍ら上代に於ても盗人がいて家に穴ぞまうけて侵入

し?と事が明 らかであるが現代のその道の人達以て

膜すべきである 。 おはり

( 筆 者 成 島 皆 賞i高校工業部長〉
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製 造 販 責 並 ニ 工事詩賀

管業所 大阪市西淀川直千加来二丁 目二三呑地

東 工 場 管 霞 淀 川 ( 47) U888 ・18G9 ・1908呑

大阪 |

大阪市西淀川区佃町二丁目ー玄四番地

図 工 場 電 話 淀 川 ( 47) 1 0 8 1 ・1 0 8 2 呑
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鍍 エ 業 都 宇 都

岩 田 勝 己

宇都市は中開地方第ての鱗工業都市にして、陸

連海運共に交通の使に息まれ、特に海運には内海

宇部港を有し海上轍迭に完壁; a 期して居ります。

営市l式決鏑業に起り一躍村より市になりたる躍

進都市でa ， p まして明治30年宇都茨回開設のため

沖之山茨鏑が設立せられ、其護展に伴ひ茨蹴用機

器の製作修理の目白': ] で先づ宇都餓工所が建設され

業他多くの鍛工業が稽々と建設され、叉同鏑の石

炭粘土と附近に産出する石次石を利用してセメン

ト工業が超され、更に宇都茨の完全瓦斯化に依る

硫安肥料製法か始められ相次いで宇部曹建工場の

設立を見、昭和元年頃の首市の人口 6 万人が12、

3 年には15万の人口となり、室に鋒える煙突も昭

和元年には鯨替え力費電所のみであったのが、工

場建設に伴ひ護軍所の増設、セメント、窪索、鍛

工所、曹達等其他大小工場の煙突百有余となり、

蓮日吐出す煙は躍准字部市にまさにふさわしく、

戦前字都市の其の蛮展振り正に見るものありの観

がありました。

昭和20年7月1 日嘗市昼襲に依る被答は官公闘で

市役所 、警察署、郵便局、英他各所公共施設一部

を除〈各中小事校、亦工場関係では帝園燃料宇部

工場; a 始めとして他工場も含め殆ん r再起不能と

迄に被害を受け、更に市街地に於ては業の大卒を

焼失したのでa ，りま す。然るに終職後各種に主り

全市民の血と汗の綿力に依り 、今日では漸〈毅前.

の体制に立ちもどり、空襲後分散していた人々も

段々と師字、終戦直後10万の人口も亦昔にかえり

つ L あります。

鏑工業工場の復興情況

字部興産株式含位。各事業所の復興工事は一昨年

完了致し石茨、肥料、セメンハ鍛工製品共戦前

の生査に到達し、工場餓山の従業員は 2 万 5 千人

を有している。

主なる工業部門

工場名 製品 生産額

字部窒素工場 硫安 20万屯〈年〉

( 其の他〉

アンモ= ヤ。硫酸。硝酸。硫安

ヅJ レベントナフサ。タール泊。

，、f ラフ 4 ン。ク v ヅーJ レ. ピッ

チ. コーライト。

字部セメント工場 セメント 34万2 千屯( 年〉

主なる茨業部門

事業所名 生産額

沖之山茨鏑 年産 60万屯

東見初安鏑 同 48万屯

長津炭鏑 同 15万屯

本山茨鱗 同 12万屯

山陽無煙 同 48万屯

と筆者 ・宇都興産株式合軍土筆繁工場土建際長〉

《動車畠壁菜室飾郡

大限市南区難波新地六呑丁

電 話 南 (i5) 1513 - 1518 

家具、窓掛、 敷物、電灯器具
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室 内 装 飾 設 計 施 工

草 踊 内 部 装 備 設 計 施 工

船舶内部装飾造作 設 計 施 工

庖舗、住宅改造、士豊作設計施工

支 j苫 出 張 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 和 欽 山 .t1i 島 ・ 別 府 ・ 熊 本 ・ 穏 岡



求められるま L にペンを執らせていただいた。

復興随想、と云うととであるが、さて響くとなると

日頃考へている事も結局まとまらない。 稲 山市が

その大部分を廃虚と化し、よく今日の復興に導び

かれた 努 力付 敬服 ｃｊｻ 限 りでＺ Ｎｾうる 。

その成果はお よそ市民の想像もしなかった街路

計画質施と、復興家屋の統計数字に依つでもそデ

ル都市踊山 として充分だと思う。 道路は庚 くなっ

た、デパートも完成した、映書館も立況になった

競馬場も 出来た、商庖 街 も面白 J e一新 し?と等々数

え上ければ、按下町としての古めかしい風情は ど

こにも感ぜられない。今古城のIJ、丘に立って市街

J e術観しでも恐ら〈そこに廃虚を求める事は不可

能Tざと思う。しかしょく復興したと 感 激 している

ばかりでも E うかと思うので、一腹建築家の一人

として反省もじて見ょう。たしかに道路 も買い中

央に縁地帯を配した田舎町としては、それにつら

なる縦横の道路網と共に貸に大脂tzpのであるが

今尚その排水は等闘にふされている。勿論、完成

えの過程 としてやむを得ない事かも知れないが、

放任されて良いものではないと思ふ。叉統計上優

位 J e示す建築家屋も、結局個人の所有物として僅

かに債値そ停めている様だ。他都市に於ては建 築

家の必要が呼ばれているが、此昆では一部そのぞ

いては殆 r受入れられない。又受入れられたとし

ても、それは工匠の代鰐者としてのイ賃値しか認め

られない様だ。勿論、少数の建築家だけでは不可

能であったかも知れないが、建築に到する一般の

理解も不充分だったと思う。

建築の会宍推が呼ばれてすでに久 しいが、都市

美 J e助長する要素 J e建梨に求め得ないのはおしい

事である。 建設の名に於てなされた数々・の工作物

も思ひっさに終始し、結果なくてよいもの L 方が

多いのではないだ、ろうか。

復興 も結局は復曹になるのではないかとも感ぜ

られる華美な色彩と陳腐な看板に飾られた蜜化の

中 よ れ 簡素な建物の並ぶ横町にか えって好感が

もてる様では残念至極である。

しかし青空市場も新らしく商庖街主主形成し、無

意味友接飾付或は姿を消し、或は非難の輿論に存

在債値ぞとはれている。自然にわき上る美意識の

再確認はうれ しい事である。障害は大 きいであろ

うけれ r 、モデル都市稲山完成の要素として建 築

に劃する毘の理解は将来えの進歩を 約 束 するTざる

フ。
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ユ ニ ヴ ア ース 潟 良 工 襲 駐

大 阪 市 南 直 笠 屋 町 四 巻 地

電 話 南 @0 2 4 0 呑



施 工 期 間 の 問 題

一 部 ア メ リ カ ン ・ ピ ル ダ { 誌 よ り

アメ D カの産業建築の霊童遣には色々の要紫がふくまれ

て居りまナが、時間の問題も重要な袈繁としてあげられ

まナ。アメリカ人は時間を大切にしまナ。 Speed とEf f i

ci encyが重大な Keypoi nt になって居目、総ての仕事に

時間制を格へ其れを賀行して居 P ま才。建築面から見て

も如何にSp配 d e. Ef f i ci ency が重大なfoctor として多く

の建築物施工面 K 現れて居り、組立君主屋プロツグ建築停

は時間節約を如実に物獄って居る伊Jであ P ます。組立家

屋一戸を三時間絵で組立た例もあ P まナ。英れは色々の

4条件、施工技術、材料毒事が総てc∞' perativel ' C 働いた震に

短期間にI f ' ，来上った事は云うまでもあ P ません。別闘の

位宅も驚くべき短期間に仕上った一例であ P ます。比の

住宅はシアトルのMt 絞業組合で38戸と共にそデ/ レハウス

として定てられたもので、此は車E立住宅では無く壁面煉

瓦也、小屋木浩 Shi ngl e 奪、一部ダンロ煙突、主在庫墜は

石鑑、居間E露首は金 lii Stai nl eB8 Steel 枠に硝子はめ込

前衛は Ｑ タヂオ式鐙勾 ￶ｩｬｾ で窓合は花ダンの中に務付け

てありまナ。内部は ｾｊ レミパネ ｰ 使用、一部ウイ ｊ レキ ｹ

ｙ ン砂岩を侠ってあリ まナ。玄関主食堂の ～ ｾ Ａｩ ー ン は

波形再幸子を使用し、下部は戸棚になって居れ床はヨ Jレ

ヂタイ件、アーλ フアルト穿イ J レ、ゴムタイル及びプラス

36 

チツグ タイ J V害事が怒ってあ P まナ。電燈は総て間接照婦

で. 給排水衛生英他設備は金部完成して居りまナ。上記

の絞 l之住宅として線、てが完備したのが僅かに五日間で出

来よって居りまナ。 10人の大工が三交代で月限目の正午

に着工し、夜までには基礎煉瓦積が完成して壁面が出来

火眼目 (rc は星章、屋傍奇事が完成し、土略目。晩までには

住める様に装飾等が総てが完成されて、 Speed と Efti c 

i encyが如貨に登輝されて居りまナ。我々建築家も時間。

観念をもっと重要視して、工期短縮と時間。節約等に努

力しなければならぬと思ひます。

---.-----



建 築 積 算 便 賢 ( 第 5 回〉

14.  パネル製作材料表 ( 一枚 = 付〉

名 ;fi1] 

コング日ート

セ メ ン ト

Ii'P  

材 b料 昔 十 衆 運 搬

コンl ' ! J ート漣 鍛

司 監 物 事 号 悶 メ

才 能 械 ; 窓 側 手

名

t生

稲t

音舌 役

役

足 場 遺 書 記 工

(骨十〉

籾

努 1 手 傍 I 11 

世 官舌役

0. 33 

0. 13 

0. 83 

0. 20 

二立| 支出土占 二 カ | 人 夫 | グ I 0. 33 I  0. 17 

( 計) I  I  2. 52 I  1.  30 

雪量枠面積 ρ コング] 1 - ト立坪笛] 1 7. 80 トz 。

建 物 延 坪 昔 日 総 選 台 数 | 仮 枠 工 事 |
0.02合/ 坪

( 4同 積トラツグ ・工期 4 ヶ月: ' I  コン υ ー ト 工 事 | 肌 合 / 坪

Ｈ言主コ 上 官 ｅ ノ ｪ 統官 Ｑ ＮＢ 、 ｩ￭ｾｩ 輸 ノＺ場 合ヲ 示～ ( 建設省、住宅基準ョ] 1 )

- 1 9 -
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4. 防 水 防 i黒 工 事

1. アスフアルト、屋根防水 く1商 坪 嘗 J J )

| ア モ 仕 シ コ

上

単 不 モ

防

*  

暦
防= モ

合

陸直J9 レ エノレ
Y ン

* ル

名 手露 7 !J. ダ. グ
セ タ

シJレ
アル メパ，

計
位 官官

第1居 第2屠 第3暦 Jレ y  

ト ト ト

厚3分 E事6分 買;1: 6分 厚 ｾＶ 分

プローン・

157kg/織 k g  5.0 5.0 5.0 23. 0 18. 0 

アスフアルト
一

ルーフイ y グ 重ネ 3寸 坪 一 1. 25 1.2う 2. 5 

フ エ 1レ ト /j  

"  
一 一

1.25  一 1. 25 

石 粉 k g  
一

20 20 

111 
砂、

立 坪
o  00!i 

‘ 一
0. 015 o. OO，j  0.035 

華存 k g  9. 0 9. 0 9.0 41. 4  68.4 

セ メ シ ト !i Okg入 袋 0. 30 0. 27 0. 78 1. 35 

石 茨 毅 立 坪 0.01 0. 01 

コング JJ ート、

1  一
0.9 0.9 

7・ライ: ; <. -

防 7)( 剤 k g  
一 ＰＮＲＰｾｏａ＠ ＰＮＶｾＱＮＲ＠ Ｐ Ｎ ＸＰｾ ＱＮ ￟ｏ＠

左 官 人 O.J .O  0. 40 0.5 

一
防 71く ヱ 人 .一 0. 03 0. 03 0. 03 0. 08 0. 17 

人
ヲと一

1/ 0. 10 0.06  0.06  0. 06  0. 4 0. 10 1. 18 

( 駐) 1. 立上リ昔 ｂ ノ［施 工ノ 場合ノ 、、アスフアル トノ、 、 Ｑ 屠］ツキＺｊ Ｎ ［Ｄ ｫｧ 位 ト ス ｯｾ カュ於テノ｜約百倍

近 グ 見J レモノ トス。

2. アスフアルト、= ングリートノ、、床= テ、厚1分面坪1 i f リ 、 2. 6kg トス。

3. 耐酸アヌフアルト、モルタノレハ、厚1分面坪笛J ! 5. 0kg、壁 = テノ" !i . 6kg 1. ス。

2. 防水アスフアルトフェルト及ルーフイシグ寸澄

ア Z フア J!/ ト・ 7 = J V ト

ア ス フ ア ル ト ・フェ ルト

種 類

1各ノ長サ( 尺1

重張ネ上 Ｒ 停 ＱＵ ＹＵＱ 駁寸 ＸＹＸ 一了丸ｾ製 ロロロ 名 需品

巾 長

i20. 尺

燈 t: p  1. 2. 3鋭 3. 2尺 72.

144.  

一一 星 11 3.3 72.  6. 1 

わ し 3耳東 3.0 125.  9.6 .  

日 之 出 3披 3.2 72.  !i .9 

鶴

-マ ノレ 二三 ス C 印1 . 2. 3!L虎 1. 2. 3鋭 | 3. 2 75.  6.1 

ー2 0 -
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ア 1 プア ル ト・ ノレ ー 7 イング

アスフアル ト・ ノレ ーフイ: / 7" 

種 実現

製
ロE悶2  

名 手E

東 郷、= 星 、マノレソイド ろも. 1.  2.  Ｓｾ 議 95. 

『ヨ'

'" 
=  τλ 11 

マノ，，= ^、 レインフオー

1.  Ｒｾ 主
スド 、 キャンパス

目 ノ 幽 ろも. 1. 2. 3競
72.  

臼ノ出 、 7 7，1. アロ ー1 一鍾類ノミ

鶴 特弘. "2'  1. 2. 3鋭

燈 印、 地 球、 アサヒ ろｾＮ 1. 2.  R鋭

3. 塗 布 防 y' . K 一 面 坪1主.!J )

名 務

一単立人aA，e位 HtE  • • - 般 周

串

トラス= ン 、 フ・ラ フ、 ター、 ;j ，'ン ド J D1L /錨 2回塗 1. 8  

トラフ、コン・ファンデー シ F ン・コ ー ト 18. 9立 / 俄

防 Ｗｾ＠ ヱ 0.1  

人 守ミ 0.1 

4. 防 水 割

コンバウンド. ，，_ フロ ーチン ノレー 7 イング援イ寸用、厚 1 mm 1面坪= 付キ 3.5kg 

ロ
{  

3z ヲ、 混入到j 40kg/ 包 グ 6.40kg 

ウオ ー 声 イ ト セメント 1袋= イ寸
( す 場 合 2. 5k

3  ノ場合 H k g  

司マ ノ 'ー ノレ

防水コン グ リー ト(〈1: 2: 24J1 Ｑ 立 ｾｰ］ 付キ ＲＴｫｧ
防 Ｗｾ モノレ声ノレ 1  :  2  )  に SOkg 

5  最沼 に 於 ｬ す る主政務コンクｾ Ｉ - ト建 物の防水面積統計

名 字書 仕 草長

里 車 上 防 水 際 ア エ 7 アルト 3!号号、ノレー 7 イング2府( 立上 11 2[j c m)  

塔 犀
1/ !司 上 鈴砂利撒布

* 構 内 部 グ i司 上

玄腕庇上端グ 同 上 焼砂利撤布

地下寧内到¥11 I司 上 ぐ上立> > 1m)  

( ll 主〉 上 表 ハ、 神戸市 Ｗｾ 木餓筋コン ｾｹ ー ト主主市営アパ ー トトヌ。

1階ョ 114階 マ ダ 各 265. ＹＲｭ Ｒ • ・ 培屋 ＲＹ Ｎ ＳＳ ｛ｪ ｭ Ｒ ・ 地階 Ｑ Ｒ ｛ｪＮ 745m
2  

計 1218.  Ｗ ｇ ｊＱＱｾ＠ ｾ ＳＨＩＸ 坪 ＶＵＩ トス。

1坊* 商積

262m
2  

40 

20.5  

17. [j 

240.  

. 上主IIJ 設

重 ネ2. 5寸

4.0 

5.9  

地下防 Ｗｾ Ｎｭ

2回宣言 2. 3 

0.1  

0.1 

計

( 176坪 J

0.48坪/ 延坪

- 2 1 -

39 



40 

5. 繊 筋 工 事

1. 銭 筋 加 工 組 立 ( 餓筋 1 旬n =付〉

名 帯草 単 位 径 15m m以下ノ場合 筏 1 5 mm以 上 ノ場合

丸 鋼 切 絵1置テ見込ム t On 1. 02 1. 02 

結

*  

線 20- 22番 k g  5.5 5.0 

揮監 筋 ヱ
加 工 手 間 人 4. 0 2. 1 

"  

組 立 手 間

"  

6.0 3. 5 

工事場所Ｏ鍛筋線景 ｾ ｴｯｮ Ｉ → 5 - 1 0  10- 20 20- 30 30以 上

上 宮町立墓園置 ×  0. 90 ×  0. 77 ×  0. 72 ×  O.sQ 

1Ie. 加

餓 筋 = ン グ ロート E童家 ×  1. 00 ×  0. 86 ×  0. 80 ×  0. 66 

努

力 減 短 害警 ×  1. 12 ×  0. 97 I  x  0. 90 ×  0. 75 

ノ

擁 壁
0. 93 0. 74 0. 62 

率

×  x  ×  

宇奄 体 ×  1. 07 ×  0. 93 I  x  0. 86 ×  0. 72 

表

防弾板、金! 被
x  1. 34 ×  1. 16 I  x  1. 08 X  0.90 

J .  其ノイ也縦易= 易グ ×  J . 30 

直 径 | 重 告主分= 見ノレベキ長サ 幸 吉 東 用 餓 線

鍛
ロ1 m 分 k g / m k  鴇色手電ネ 爾端的 p B. W. G，I結 箇 所 総 長 サ

筋 積 6  2  0. 222 0. 03 8  35. 5cm 1ec m 22 。‘J  0. 7m 

材 3事
9  3  0.499 0. 151 53. 2 16 

"  "  

1.1 

料 費

12 4  0. 888 0，270 70. 9 20 

"  
"  

1.3 

16 
、戸J  1. 578 0. 462 94. 6 26 

"  

4  2. 3 

車ヰ
19 6  2. 2-<16  0. 6G6 112，3  32 5  3.8 

22 7  2. 984 0. 807 130. 1 36 

"  

4. 9 

25 8  3. 853 1. 184 147;8 1/ 6.0 

餓 筋 lベ
名 手露 | 総長 m /t on I  20杭 ' 総 m/ t on k g/t on 

= !t :Aノレ

基 礎 |
5. 8- 9. 2 号主 950- 1200 4. 6- 5. 8 

結束線ノ

柱 - 1.45 - 階 段 - 4 0 0 - - 1. 9 4 -

長サ

梁 - 5 0 0 - - 2 . 5 -

版 - 6 0 0 - - 2，9 - .zp. 均
550- 650 4 - 5  

〔註) 1. 努 力 ノ、、最上旬ノ表ノ数慣= 、エ事場所ニ悠ジ若手力加減率ヲ乗メノレモノノ償ト z 。

2. 結束鍛線ノ、、 B. W. G. 2l l ニテ 0. 00455kg/ m，B. W. G. 22 ニテ 0.0031 k g/m ナ D。

3. 官舎分= 見ノレ ベキ長サハ、由民筋ノ働キ長= 、総手ノ重ネ長サ 及雨端的日ノ臭サ( 爾側2ヶ所 /

長 サ テ 表 ス ) ' 7 加へ、所要餓筋長トス。

4. 最下表、自民筋結束線ノ総長ノ、、鍛筋 1 ωn =望号 1 ノレ長サ及 fuf f : ヲ示 1 モノナ! J 0  

5. 同表中ノ壁ノ、、主筋寸法1 2 mmO ¥'4分筋〕 トフ、 。

2. 定 尺 銭 締 重 畳 表

長サ /  径

〕 一本宮古! J k g  

- 2 2 -



1. (  Ｉ内ノ、定尺外ノ長尺ｾノ又ノ、特別注文品テ示 ｺ 。

2. 1t on 1ia I ? 本重量ノ、大略本殿テ示スモノトス。

3. 鍛 の曲 り継手の長 さ ( 単位Cro トス〉

生三1 ｾ＠ pt 1旦 11ム 1 7d 意|ミ
「p OE 寸

一年 ず

R

U

一
。
。
一
。

A

。

h
m

一

の

必

一

q

u

10 13. 2 I  22.4 I  36. 0 I  38. 0 

E ご=ニ性 - _ . _ とニ，
ｾｦ＠ '} '  

'-'i -l  .V  

4. 長沼の鍛筋 コンクリート 建築の統計 〈高輪官管アパート〉

名 稀
| 単位| 建物延坪| コングリーl

名 都
| 単位 l P吋 | 智5m

'ii !J ト立坪書1i J i

3 mmO  t on 0.05 0. 138 鍛 筋 結 束 線
K g  0.085 0. 80 

a訟

12r omO グ 0. 0275 O. l OD 
事普

鍬筋工〈幽方〉 人 0. 325 3. u 

1Gr om.ID fI 0.OJ 3 0. 0515 

"  
く組方〉 n  0.380 3.5  

筋
1 3 mmφ ?  

。.0155 00615 人 夫 グ 。: 055 0. 5 

す3

く制〉

"  

0. 106 0.42  〈骨十〕 fI 0. 760 7.0  

除去量1置く4t on トラツグ〉 鍛筋工事= 於テ、0. 531合/"5JT; .坪ト 7 ' 0

j  

- 23ー
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6. 識 骨 工 事

1. 鍛 骨 澄 建 方 作 業 〈餓 骨ω u食 D手間入手示ス〉

、

ｾ＠ 建 物 ノ 常i サ く 尺 〉 → | 40迄 40- 60 

カ.

建ｪ［ｦｾ言リ鎗骨重量 2!i 0区g主主ノ J傷合 1 2!'i 1.33 

イ グ 2!i OKg以 上 ノ 場 合 |  1. 11 1.2!'i 

守.

11 300Kg 11 1. 05 1. 11 

ツ
11 400Kg 1/ 1. 00 1. 05 

。
1/ 50C' K g  11 0.91  1. 00 

使

用

1/ 70uKg 11 。.87 0.95 

ノ

線 tOI噛 = 依 リ l  11  j  82皆aOωoO段-、6m10帥軒o0O尚，ωto子nn整場割混ノ合合

4島

合

其 ノ イ 也 金量全

60- 80 

1. 43 

1. 33 

1. 25 

1. 11 

1. 09 

1. 05 

( 註) 1. 工 場 程 度、銭骨 ハ 、「ガイデリツグ」ノ 「ア ームJ ilj 動 令 徳 迄 運 搬 サ レ テ デ ル 場 合、

2. ガイデリツグノ設備] i ( f事動解体円台マメ。

ｾｼ＠ 建 物 ノ ;問 サ f 尺〕 → 30迄 30，..... 40 40- 50 

E主坪' i t リ鍛骨重;訳 150区g 迄ノ湯合 2. 64 
一

‘J  

150区g以 上 ノ 場 合 2.44  2.56 
.‘ ノ

11 一

ポf
11 200Kg 1/ 2. 27 2. 38 2.44  

/L-

1/ 250Kg 11 2. 09 2. 17 2. 27 

使
1/ 300Kg 1/ 1. 92 2. 00 2. 09 

用

500Kg 2. 00 
。

1/ 11 
一

場

勢73 2減R  

10t on以 下 x  2. 00 50- 100  tOll 

合

総 ton: f ! 主=依リ 100- 150 11 10- 30t ou x  1. 50 

Z存
30- 50 11 x  1. 30 150- 200 11 

く註) 1. 建 物 工 場 程 度、軒高問一水準吹鉄建物トス。

2  ジンポ ール、 ウインチノ務付J散去共合ムモノトス 。

之主主主主笠! 2. ( 主義脅 t on釦 〉

名 者写 餓骨線、 t on 主主 単 位 50t on 以下 I50- 100t  100- 300 

餓 骨 エ 現 寸 人 1.79  1. 55  戸 1.43  

鹿島

11 3界 号|

"  

0. 98 0.85 0.78  

骨 11 穴 '明 、穴 操
11 4. 28 3. 70 3.42  

加

板 切 事I{r
1. 43 ＱＮ ｾＴ＠ 1. 14 

I  
J  

"  
組

1/ 型 物 切 断
1/ 0.60 0. 52 ＰＮＴ ｾ＠

立

組立耳支付、駄目廻仕よ迄
6. 00 5.20 4. 80 

手

グ

"  
間

"  

餓 鈎
"  

4. 30 3.72 3.45  

/; 1<. 主量
1/ 0. 87 0. 76 0. 70 

鍛 骨 工 昔十 人 20. 25 17. 54 l fl.20 

I  y ベット … 前t on賞

ｾ＠ へ目ペット教= 依 D 割増芸評
11 40リ- 450 グ

11 

11 450- 500 11 

滅』曾
総 tOIl t t 300t on以 上 ナ ル号、1線 。ton:設50ton迄 ノモノ

~ 市古格 カ・5t on以上ノ モノチ合ム場合

率

軒 ifij4G尺以上 ノ場合

作業ノ J維易ーヨ D

一- 24ー

80- 100 

1. 50 

1. 43 

1. 33 

1. 25 

1. 18 

1. 11 

x  1.15  

x  1.10  

記1.05

x 2.00 

!'i O- 60 

2. 38 

2. 17 

2. 09 

x  1. 15 

x  1. 10  

x  1. 05 

1.19  

0. 6G 

2. 85 

0. 95 

0. 40 

4. 00 

2. 86 

0. G8 

1348 

x 1. 40 

x  1. 60 

x  ＱＮｾｏ＠

x 1.30 

x  1. 20 

x  1. 20 



本目 互 旋 斡

各地支部及全曾員にお願い

本欄け大阪地方のみでな くさを合員各位が抜 〈利用

される事によ って相互のため一語有効で・あり叉本

欄そ設けた意義も深いと考えます。何卒十二分の

御利用方; a 却墜します。

0 人走求む

大 阪市 内有力舎肘. にて土木技術者 2 名; a 求めて

いる。大 皐出身 者 1 名 、顧問又は随意勤務、藩

専門事校出身者 1名 、責務経験者で常勤。相 営

待遇する。至念採用したし。

C 圃書譲りたし

1922 年版スイ{ トカ‘ タ ログ 1 冊約2，400頁 、先

着順通常債格で譲る。

0 新築住宅分譲

南海本線住ノ江瞬南約10分、木造五葺卒家建13

坪 及15坪 2 積20戸、取 地 約50坪 附 1 戸30方向内

外、 至急: 譲り? とし

0 解説附建設業法パンフレツト出来

大阪復興舎版ー制活料共 有{ 100. -

全国建設業協合編一部迭料共 y  75. -

建設省水野卑箸一部詮料共 Y_ 105.一

以上希望の方は料金添付申込れたし。

「建築と柾曾」パックナンバー分頒

第 萱 輯 犬 四 - 7 年第2、4、12、14鋭 各 4 加

第九九 8鋭 各2;1}牙 第5銑 6j J J t 第9鋭 8 :1lfr

第 Ｑ Ｐｾ 虎 Ｕ 所第 ＱＱ 、 Ｑ Ｓ Ａｬｬ盟各 Ｒ ［Ｑｬ庁

第 試輯六日年第 Ｑ 、 Ｓｾￆ 各 Ｕ 加第 Ｕ 滋 Ｓ 紛
第6、 9、10、 11鋭 各6加 第九 8鋭 各4加

第 参 輯 大疋9年 第2、4、切 各3所 第5放 1却f

第G、7、11、12銭 各1紛 第九 10盟 主 各4新

第 四 輯 大正10年 炉 、9、12鋭 各4加

第4、6、7! ! J 主各5加、 第8、 10量産 各3紛

第 五 輯 大疋11年 第7銃 1加 第8鋭 5加

第 Ｙｾ 虎 Ｒ 新第 ＱＱ Ａｬ虎 ＲＵ 加

第 六 輯 大"! E12年 第1、 2畿 各3畑・

第8、12盟主 各2責任 第9!l虎 4新 第10鋭 l ;1l庁

第 七 輯 大 凶 作 合事1、 7e_虎 各3:JJfr

第人 12盟主 各5加 繁 久 5、S披 各 勾H・

第 ｃ 股 Ｗ Ａｬｦｲ第Ｚｊｾ党 27lJr 第11鋭 G:Ilfr

第 八 輯 大正14年

第 拾 七 輯. 昭和9年

第 廿 試 輯 昭和14年

策7、8鋭 各l :1lfr

第7鋭 l :1lfr

第1、2，6.  8銃 各l :1lfr

曾 員 作 品 募 集

本 誌12 月競に本年 1 年 聞に於ける本曾合員の未

登表作品; a 募集し 、各{ i l : の批判そ仰ぎ度 く思い ま

すので奮って投稿せられん事; a 御願いしま言 。

但し下記僚項による事、倫 掲 載に関して 十吉本倉編

集委員舎に御一任を乞う 。

1 、本 年 1 月よりの曾員の設計、製作になる既

完成建築物。

1 、未だ何れの雑誌その他の機関により掲載さ

11 ゴる作品。

1 、潟民叉は透視圏、プラン ( 但し置物と異な

らぬ事〉等 1、 2 枚 、尚簡単お:説 明 書。

以上何れも来る 10月2 0 日迄に本合編集部 ( 北 阪

中之島朝日ピル内) 宛御送附乞う。

枇図法人 日本建築協舎編集委員曾

新 刊 書 紹 令

「住宅設計作品集」

乙C 間集は、昭和23年4 月宇治 l勾国市主他。卒和博覧

舎の一事幾として行わがた復興住宅悠負' 殺到競技に償還

された作品を集めたものであ る

ぐ四六倍版 B . 5型 約60頁 債 格1部 ￥ 1!i O，)

編 者 字 治 i J l 岡市 ・日 本 建 築 I!IP舎

音量行E庁 東 京 都 千 代 田 直 卒 河 町 2 - 1 1 彩倒語土

第 廿 参 輯 昭和1l ! i 年 昔前、6、7，8、10鋭 各1加

第3放勾i 1J j - ｾ容 Ｔ Ａｬ据 Ｔ ［Ｑｬ庁

第 廿 四 輯 昭和16年 第 九 12盟主 各1粉

現 ｾＸ 量産 4 粉 第 9 俄 5. 加

算 廿 五 輯 昭和17年 炉、 Ｔｾ Ｖ 、 Ｘ ｦｬＺＯｾ 各1・m

第 11鍛 2 :1lfr

第 廿 六輯 昭 和18年 炉 、 ｇｾｾ 各 吻

第九 71J1)空 各4:1lfr 第4、 8!l虎 各2加

算 廿 七 輯 昭和19年 第1駁 1新

第 廿 八 輯 附 n22年・炉、 2合併披吉岡、久 5 合併

f虎 第 九 7、8 合併鋭 多書生左旅

第 廿 九 輯 昭和23竿 第1依 (7 刃 渡 的 多 鍛 制I

第 参 拾 輯 昭和124年 第2量産より 6銑迄多鍛在庫

上書己掲載な宮分は買切絶版。部重量に限 P あり先活 JI底。

事。か: 本c 場合は御了- *乞うの f貨絡は大体50円以内

但し職後の分は定。町通 P 。何邸主きC 場合低下記之主盟主主

料賞受相添へ申込みされたし。 1 部のみの場合2!i円、

2部よ] ' ) ! i 部迄は小包料35円、 F部よ] ) 10部迄 小包料

55円、但 し10紛以上C 場合は主主料協合負E ーの高野 以上

申込み多重主あ P希望者は至急申込まれたし。

祉 関 法人 日 本 建 築 協 曾
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舎 務

技術者制度調査委員曾

来る臨時溺舎に建築土法として提案される激定 の下に

調査を主主めているが 8 月初日、 31 日更に談を練り D

月3 日四合連合協議舎が東京で陶他された C で本曾よ

Pは厳中喜U ' l が上京した。

主 記 曾 D  H  2 日分室にて定例舎開 i出

提案其の他事' 衷協議した。

理事合

和歌山曾説委員曾 9 月 3 日制炎 2 時よ P 同市公園

内宮りやで開{ f ! . l ｾ村委員長以下 Ｗ 名及本部大和 Ｑ 常務

理事出席、11 J 1 $ 虎編集の件其イ也舎望号噴展等協議したa

常任理事曾 日月日日分室で定例曾附催

t Ff . 議員合間fl' 司f : g J : 等協談した。

理事: 合並

住宅委員曾 D 凡 6 日2 時羽目事務所にて元吉奈良

長以下 4 名日iJ 7 官級立式金廊住宅研究主主他を談‘した。

理 事 曾 D 月 8 日親日事務所にて定例開催、竹

腰合j号、ヂt. ム刻1r i ! 要以下14名出席。

1、 合費値上。件。 E干議員合tj 自他。件。合詑'.5ζ 領改正

の件。 定款改正栄怒談の件。事務局各係長任命の件。

合員名綜籾製。件。経殺節約申合の件。合員詮街。 8

月分曾計報告。大丸庭経過。各奇書員合』惚; 位。五日曾よ

!J o 補 DJ] 合資格紙/ J l dI.f?， o イ牛車手協議報告 を した。

編集委員曾

P 間合。

D  )J D 目、20 日朝日唱f 務所( r . : て 3 時よ

11 月以降編集、アート紙掃入内容充賞、並舎員名簿問

主主L検討協談した。

兵庫支部幹事曾 9 月10日午後 4 時より紳戸市内建

段工業組合にて開 ｦｾ 岡本支部長タ卜 8 名本部大和理事

出席、本部よ ｐ の依喝事項 、見占拠 其他支部ｾ展策協議

終って、統湾幹事今般大阪大事へ} 鯨出のため主主 jllj 茶話

合開伎 7 時散命。

工事請負規程委員曾 9  H12 日及22 司靭日事務室

開催、尾崎委員長タF出席 、東京代て近く開催の四合連

合協談合提出 i!1f.t. 頁協議した。

営 業 種 目

1 チ - ) 1 / サッシユ・ドアー・ 1 チ戸 ルシ ャツ担ー

ゲ ート・ スカイライト ・オ ペレ ー タ ー ・ 改修 及

取 付 工 事 一 般

1 チールロッカ ー・キャビネット・ 艇宏金庫・

製 織 餓 骨 ・ 草 稿 部 品

A  ! J ツ パ ー ・ 各 種 板 金 2え プ レス 加 工

炭 研 式 鈎 製 自 在 支 柱

理研工業株式合軍土建鍛工場代理j苫

奥 小 路 工 業 株 式 合 軍 土 代 理 底

阪 紳 鋼 材 工 業 所
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管 業 所 大 阪 市 北 直 曾 根 崎 中 一 丁 目 四 六

電 話 郷 川 ③ 3 7  3  6  ;番

分 室 制I戸 市 生 田 区 三 宮 町 一 了 目 九 六

Tl 話 元 町 ① 2 2  G  2 呑

地震針策委員曾 9 月19日E 午より郭目事省所で開

催、池田宮彦委員長外出席、展示ポ A ! J . 戸、パンフレ

ツト原稿検討及登行の件、年内出張鱗演に着手する事

等協議した。

評 議 員 曾 9 月19 日2 時より靭日事務所で開催、

評議員鈴木末尾議長タト15名委任出席35名 、恐事者側竹

腰合長外、大和常務玉里事等列席。下に開催、別項掲載

のi 1 I l ! J 細則一部愛更〈舎安値上〉の件lk. 審議可決した。

最長て主舵提案に係る定書士一部豊島夏等につき怒鮫舎を開

き意見交投後 3 時字問曾した。

大阪曾勢委員曾 9 月 8 日 1時 より朝日事務所で定例

開催、尾砲、野中委員外首席見単外協議した。

府瞥豊中分譲住宅展示曾見事

曾勢委員舎にては 9 月22 [-1 牛後 2 時 より今般車産工し? と

上紀見事舎を開催した。曾ナる者15名 銭高組依計部

長の案内で 15様偶なく見与さ。

教育委員曾 9 月26 日2 時から朝日ビんで開{ 也、 8

H迄車E過報告、今後王事業を協議した。

建材審査委員曾 9 H27日2 時、今般街設された本

委員曾第一田舎合を聞いた。井上割合長挨拶後、号ｾ貝

長、幹事互選し規程草案、今後。進行方法等につき、

協議した。

後 記

兵賄、京者I1にt貧富地方特車専の第三車専として、本統も中

制Ｑ＼Ｚ部にそのｭＮｾ交を願った。ただ紙面の都合」二、 一部 割

愛 、 記事ｾ鍛 ｣ 順位の移動を致しました事を御詑ぴナる

と共に、格日IJCV御室主力を賜った支部費負各位に感謝申上

げる次第である 。

本 Z志も盟主を這って充貸し、表題。主旨に割って主主みつ

h あ P ますが、f均一月号の飛躍を期する係、本盟主よ P ア ー

ト萩を僅かながら加え、合員各位。希星。一端を果すと

共に、今後は iWi (.f l の許す範閣に於てアート紙の物頁をも

計査している 。

愛される線誌え C 飛躍を期し、今後伶一般の曾員各位

。御協力を乞う次第である。 く編集子〉

建 築 と 紅 舎

第 3 0 輯 第 1 1) 銃

R 促 1 普s60円(途料共〉

昭和24年9丹25日印刷・昭和24年10月1日後行

編集登行人 戸 )11 '5]" 

習主 行 所 思 日 本 建 築 協 曾

大阪市北区中ノ島3 ノ3朝日ピ) 1 /

電話( 土佐堀 @ 131? ・3631番

l北 演 @1334 _  

銀 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 容

大 阪 市 東 区 北 新 町 二 丁 目

印 刷 者 中 川 真 佐 官

大 阪 市 東 区 北 新 町 二 丁 目

印 刷 所 ア ホ . ロ 印 刷 所
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